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主な取組 関連① 関連② 関連③

１　ものづくり産業等の発展と新技術・新産業の創出

1 みやぎ企業立地促進奨励金 産業立地推進課 1 13

2 企業誘致活動強化費 産業立地推進課 1 15

3 産業用地整備設計等事業費 産業立地推進課 1 16

4 対宮城県直接投資推進事業費 国際ビジネス推進室 1 17

5 宮城県立地企業雇用確保支援対策費 産業立地推進課 1 18

6 国外半導体人材生活支援費 半導体産業振興室 1 19

1 放射光施設利用促進費 新産業振興課 1 20

2 放射光関連企業立地促進奨励費 新産業振興課 1 14

3 テック系スタートアップ企業成長支援費 新産業振興課 1 21

4 新規参入・新産業創出等支援費 新産業振興課 1 22

1 ものづくり産業技術向上・人材育成支援費 産業人材対策課 23

2 半導体人材育成・産学連携推進費 新産業振興課 1 24

3 高度電子機械産業集積促進費 新産業振興課 1 25

4 自動車関連産業特別支援費 自動車産業振興室 1 26

5 空・陸次世代モビリティ体感事業費 自動車産業振興室 1 27

6 自動車関連産業カーボンニュートラル化推進費 自動車産業振興室 1 28

7 ものづくり中小企業”生産性向上実現”DX戦略推進費 新産業振興課 1 29

8 ものづくり海外販路開拓支援費 国際ビジネス推進室 1 30

9 中小企業等デジタル化支援費 中小企業支援室 1 31

２　観光産業と地域を支える商業・サービス業の振興

1 外国人観光客受入環境整備促進費 観光戦略課 2 32

2 教育旅行誘致促進費 観光戦略課 2 1 33

3 みやぎ観光戦略受入基盤整備費 観光戦略課 2 34

4 宮城オルレ推進費 観光戦略課 2 35

1 多賀城創建1300年記念事業費 観光戦略課 2 36

2 ツーウェイ・ツーリズム推進費 観光戦略課 2 38

3 アンバサダーサミット開催費 観光戦略課 2 39

4 観光地周遊促進費 観光戦略課 2 40

5 観光誘客推進費 観光戦略課 2 41

6 みやぎ観光デジタルプロモーション費 観光戦略課 2 42

7 外国人観光客誘致促進費 観光戦略課 2 43

1 デジタル身分証アプリを活用した地域周遊促進費 観光戦略課 2 44

2 地域ポイント等導入検討費 富県宮城推進室 2 45

3 蛻変（ぜいへん）プロジェクト推進費 富県宮城推進室 4 46

4 中小企業経営安定資金等貸付金 商工金融課 2 47

5 次世代型商店街形成支援費 商工金融課 2 48

6 商店街NEXTリーダー創出費 商工金融課 2 49

（３）

県内のものづく
り産業の成長

支援

（３）

地域課題や
ニーズに対応し
た商業・サービ

ス業の振興

（１）

地域経済の核
となる企業誘致

の推進

担 当 課 １８の取組
復興

ビジョン体系
掲載

ページ

１　施策体系別主要事業一覧

重点項目 事　業　名

（１）

観光資源の創
出や受入環境

の整備

（２）

研究開発拠点
の集積や産学
官連携によるイ
ノベーションの

創出

（２）

効果的な情報
発信と高付加
価値な観光産

業の創出
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主な取組 関連① 関連② 関連③

担 当 課 １８の取組
復興

ビジョン体系
掲載

ページ
重点項目 事　業　名

３　地域を支える農林水産業の国内外への展開

1 東南アジア県産品マーケティング等支援費 国際ビジネス推進室 3 50

2 県産食品海外ビジネスマッチング支援費 国際ビジネス推進室 3 51

3 欧米地域販路開拓事業費 国際ビジネス推進室 3 1 52

4 輸出期間品目販路開拓事業 国際ビジネス推進室 3 1 53

5 北米及び欧州における販路開拓・定着促進費 国際政策課 3 1 54

４  若者をはじめとした多様な産業人材の育成・確保

1 ものづくりカレッジプロジェクト推進費 富県宮城推進室 4 55

2 Ｚ世代推し事（お仕事）はかどるプロジェクト推進費 雇用対策課 4 56

3 みやぎで就活応援プロジェクト推進費 雇用対策課 4 57

4 みやぎdeインターンシップ促進費 産業人材対策課 4 58

5 みやぎ学生・企業コミュ活促進費 産業人材対策課 4 59

6 ＵＩＪターン学生等就職支援費 雇用対策課 4 60

7 ものづくり人材育成確保対策費 産業人材対策課 4 8 61

8 高等技術専門校再編整備費 産業人材対策課 62

9 蛻変プロジェクト推進費【再掲】 富県宮城推進室 4 46

1 ものづくり企業奨学金返還支援費 産業人材対策課 4 63

2 みやぎ地域活性化雇用創造プロジェクト 雇用対策課 4 64

3 副業・兼業人材活用支援費 雇用対策課 4 65

4 外国人材マッチング支援費 国際政策課 4 66

5 外国人材高度化転換支援費 国際政策課 4 67

6 子育てと仕事の両立のための多様な働き方支援費 雇用対策課 4 68

1 デジタルエンジニア高度化支援費 新産業振興課 4 69

2 産業人材育成プラットフォーム推進費 産業人材対策課 4 70

3 離職者等再就職訓練費 産業人材対策課 71

1 中小企業等共同化チャレンジ支援費 中小企業支援室 4 72

2 県中小企業支援センター運営費 中小企業支援室 4 73

3 スタートアップ加速化支援費 中小企業支援室 4 74

4 ＵＩＪターン起業者支援費 中小企業支援室 4 75

5 事業承継支援費 中小企業支援室 4 76

6 プロフェッショナル人材戦略拠点運営事業費 雇用対策課 4 77

7 小規模事業者伴走型支援体制強化費 中小企業支援室 4 78

誰もが柔軟に
働き続けるため
の環境の整備

（３）

キャリアアップ
に向けた学び
直しやリカレン
ト教育の振興

（１）

県内への就職・
就業の促進と
産業人材の育

成

（２）

（４）
創業や経営力
強化の支援
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主な取組 関連① 関連② 関連③

担 当 課 １８の取組
復興

ビジョン体系
掲載

ページ
重点項目 事　業　名

５　就労や地域活動を通じた多様な主体の社会参画の促進

1 若年者就職支援ワンストップセンター設置費 雇用対策課 10 79

2 障害者雇用推進費 雇用対策課 10 80

3 みやぎの若者の職業的自立支援対策費 雇用対策課 10 81

4 就職氷河期世代支援費 雇用対策課 10 82

1 多文化共生推進費 国際政策課 10 83

2 日本語学校開設準備費 国際政策課 4 10 84

3 地域日本語教育体制構築費 国際政策課 10 4 85

4 外国人材マッチング支援費【再掲】 国際政策課 4 10 51

5 外国人材高度化転換支援費【再掲】 国際政策課 4 10 67

6 海外交流基盤強化費 国際政策課 4 10 86

7 現地人材サポート体制構築費 国際政策課 4 10 87

8 外国人材受入体制モデル構築費 国際政策課 4 10 88

9 外国人材現地ジョブフェア開催費 国際政策課 4 10 89

◆　被災地の復興完了に向けたきめ細かなサポート

1 中小企業等復旧・復興支援費 企業復興支援室 2 90

2 中小企業経営安定資金等貸付金（震災対応分） 商工金融課 2 91

3 被災中小企業者対策資金利子補給（震災対応分） 商工金融課 2 92

4 信用保証協会経営基盤強化対策費（震災対応分） 商工金融課 2 93

5 緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費 雇用対策課 2 94

6 輸出基幹品目販路開拓費【再掲】 国際ビジネス推進室 2 53

様々な状況に
対応した就業

の支援

回復途上にあ
る産業・なりわ
いの下支え

（１）

（２）

外国人が活躍
しやすい社会

の構築
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

企業立地促進奨励金 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 

みやぎ企業立地奨励金事業 

放射光施設利用促進事業 

情報通信関連企業立地促進奨励事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 企業立地促進奨励金 

放射光施設利用促進費 

情報通信関連企業立地促進奨励費 

２ 当初予算額 

３，２１０，０００千円 

うち産業立地推進課所管分 3,089,000 千円 

うち新産業振興課所管分 21,000 千円 

うち産業デジタル推進課所管分 100,000 千円 

３ 担当課 

経済商工観光部産業立地推進
課（ＴＥＬ：211-2733） 
経済商工観光部新産業振興課
（ＴＥＬ：211-2721） 
企画部産業デジタル推進課 
（ＴＥＬ：211-2479） 

４ 目   的 

県内に工場等を新設、増設する企業に対し、初期投資を軽減するための優遇

制度として奨励金を交付し企業誘致を促進するとともに、雇用の創出と地域経

済の活性化を図る。 

５ 事 業 概 要  

 （１）みやぎ企業立地奨励金（産業立地推進課所管） 

  ①交付対象 

   県内に製造業に係る工場等を新増設する事業者 

  ②交付要件、内容等 

  ・交付要件 投下固定資産額１億円以上かつ新規雇用者３人以上 

  ・交付内容 投下固定資産額及び新規雇用者数に応じて、最大１０％を交付 

        （限度額最大４０億円） 

区分 交付率 交付限度額 

製造業に係る 

工場又は研究所 

（※１、２） 

新設 投下固定資産額×3～10% 3～40億円 

増設 投下固定資産額×1.5～5% 1～5億円 

大規模増設（※３） 投下固定資産額×3～10% 1.5億円～20億円 

製造業に係る本社（事務所等） 投下固定資産額×5% 1億円 

 

※１ 本社機能加算（２％加算）・・・地方活力向上地域等特定業務施設整備計画の認定を

受けた製造業に係る本社（事務所、研究所及び研修所）の整備を伴う場合（県内へ新

たに整備する場合に限る） 

※２ 過疎地域加算（２％加算）・・・過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に

定める過疎地域に立地した場合 

※３ 大規模増設・・・面積の拡張が、既存工場等の延べ面積以上又は 3,000㎡以上であ

る場合 

 

（次頁あり） 

13



 （２）宮城県放射光関連企業立地促進奨励金（新産業振興課所管） 

    県内にナノテラスを利用した研究開発拠点等を開設する事業者に「投下固定資産等奨
励金」「雇用奨励金」を交付する。 

  ①交付対象事業者（次のいずれかの要件に該当する者） 
イ 製造業又は学術研究、専門・技術サービス業のうち自然科学研究所又は知事が適 
当と認めるこれに類する業を行う事業所のうち、放射光施設ナノテラスを利用する 
研究開発拠点を開設する事業者 

ロ 学術研究、専門・技術サービス業のうち、商品検査業、非破壊検査業、その他の 
計量証明又は知事が適当と認めるこれに類する業を行う事業所のうち、放射光施設 
ナノテラスの利活用に資する事業を行うオフィスを開設する事業者 

②交付要件、内容等 

 交付要件 交付内容 

投下固定資 
産等奨励金 

投下固定資産相当額が 1,000 万円
を超える場合 
（政令市及び中核市以外の市町村
に新設する場合は 150万円） 

投下固定資産額と開設日から１年間の
賃借料（土地、建物、設備機器）にそ
れぞれ交付率を乗じた額の合計額 
（最大 1,000万円） 

雇用奨励金  事業所等の開設日から１年（若し
くは２年、３年）経過した日に、
新たに常時雇用者を３人以上雇用
している場合 

開設日から１年経過日の新規雇用者に
奨励金額（１人につき 30万円等）を乗
じた額 
※２年及び３年経過日も前年度からの
増加人数に応じて交付 
（各年につき最大 1,000万円） 

 

（３）宮城県情報通信関連企業立地促進奨励金（産業デジタル推進課所管） 

 ①交付対象 
 イ 県内に事業所（開発拠点・本社等）を新設するソフトウェア業 
 ロ 情報通信関連事業所の事務業務オフィス ※雇用奨励金のみ 

 ②交付要件、内容等 
 イ 投下固定資産等奨励金【初年度のみ】 

・交付要件 投下固定資産相当額 1,000万円超（仙台市を除く市町村：150万円超） 
・対象経費 投下固定資産、賃借料 
・交付率等 

区分 交付率 交付限度額 

開発拠点 
投下固定資産 １／１０ 

1,000万円 
賃借料 １／３ 

本社等 
投下固定資産 １／１０ 

1,000万円 
賃借料 １／１０ 

本社等 ＋ 開発拠点 
投下固定資産 １／１０＋１／１０ 2,000 万円（本社等＋

開発拠点） 賃借料 １／３＋１／１０ 

   ロ 雇用奨励金【交付期間：３年間】 

区分 要件 対象 交付率 交付限度額 

本社等、 
開発拠点 

開設日から１年（２年、
３年）経過日に５人以上
（仙台市を除く市町村：
３人以上）の雇用 

常時 
雇用者 

期間の定めのない労働者 
  ３０万円／人 
県内教育機関新卒者 
  ６０万円／人 

１年当たり 
1,000万円 

事務業務 
オフィス 

開設日から１年（２年、
３年）経過日に１０人以
上（仙台市を除く市町
村：５人以上）の雇用 

雇用者 

期間の定めのない労働者 
  ３０万円／人 
期間に定めのある労働者 
  １５万円／人 

１年当たり 
500万円 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

企業誘致活動強化費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
企業誘致活動強化事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
企業誘致活動費 

２ 当初予算額 ３５，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業立地推進課 

（ＴＥＬ：211-2732） 

４ 目   的 

近年の外部環境の変化に対応した戦略的かつ効果的な誘致活動を行うた

め、市場調査、情報収集、セミナー開催等を実施し、将来にわたり成長が見

込まれる産業分野の集積・振興を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 背景 

近年、国際情勢の複雑化やデジタル化の進展等を受け、国は経済安全保障の観点やサ

プライチェーン対策から、半導体・蓄電池・エネルギー産業等の戦略物資について、国

内への大型投資を積極的に支援している。 

こうした外部環境の変化に対応し、国や関連企業の動向を十分に踏まえた戦略的かつ

効果的な誘致活動を行うことで、更なる産業集積・振興を目指すもの。 

 

２ 事業目的 

本県の優位性を活かしつつ効果的な誘致活動を行うため、市場調査、各業界に精通し

た外部専門家等からの情報収集、大学との連携、セミナーの開催等を、有機的かつスピ

ード感を持って実施することにより、将来にわたり成長が見込まれる産業分野の集積・

振興を図る。 

 

３ 事業内容 

（１）市場調査等 

各業界に精通した外部事業者を活用し、市場調査・分析を行い、本県の強みを活

かした戦略的な誘致活動を行う。 

（２）情報収集 

企業のスピーディーな投資判断に対応するため、各業界に精通した外部事業者を

活用し、企業情報・投資情報を適時に収集するなど、効果的な誘致活動を行う。 

（３）国・大学等との連携、セミナー開催 

国や大学からの情報収集や助言のほか、セミナーでの講演など、相互の連携を強

化し、効果的な誘致活動を行う。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

産業用地整備促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
産業用地整備設計等事業補助金 

（各課別歳出予算概要事業名） 工業団地整備事業補助金 

２ 当初予算額 ３０，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業立地推進課 

（ＴＥＬ：211-2733） 

４ 目   的 

自ら産業用地を整備するために必要な調査又は自ら整備した産業用地にお

ける再生可能エネルギーの導入に向けた調査を行う市町村等に対し、補助金を

交付し、優良な産業用地の安定的確保につなげる。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 背景 

県内において優良な産業用地が不足しつつあることから、将来に向けて産業用地の整

備を進める必要がある。 

 

２ 事業概要 

 市町村等の産業用地整備に必要な調査及び産業用地への再生可能エネルギーの導入に

向けた調査（以下に掲げるものに限る）に係る委託費の一部を補助するもの。 

内容 補助率 限度額 

産業用地整備 

（自ら整備する 

場合に限る） 

基本構想 

１／２ 

１０，０００千円 

基本計画 

基本設計 

実施設計 

再エネ導入 

（自ら整備した

産業用地への 

導入に限る） 

市町村内における再生可能エネルギー施

設の立地可能エリアの選定に係る調査 
２／３ 

再生可能エネルギーを産業用地に導入す

るに当たっての設計 

 

３ 交付対象者 

  県内市町村 

  県内市町村が設立した土地開発公社 

  土地区画整理組合（県内市町村の長を経由して県知事の認可を受けた者に限る） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

外資系企業誘致促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進事業名） 対宮城県直接投資促進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 外資系企業誘致活動費 

２ 当初予算額 ２４，１２１千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際ビジネス推進室 

（ＴＥＬ：211-2962） 

４ 目   的 

対日直接投資は、内外資源の融合によるイノベーションや地域での投資拡

大・雇用創出を通じて、日本経済の成長力強化及び地域の活性化に貢献する

ことが期待されている。本県は、世界トップクラスの研究開発力を有する東

北大学が立地しているほか高度な技術を有する企業が集積しているという

強みを有することから、この「地域の強み」を活かした外資系企業の誘致を

通じて、県内総生産の増加や雇用創出といった経済振興を図る。 

５ 事 業 概 要  

 １ 企業・関係機関訪問を通じたプロモーション及び支援の実施（530千円） 

  関係機関との連携を通じて、外資系企業へのプロモーションを実施するとともに、在

外公館等海外関係機関訪問を実施し、誘致案件の掘り起こしと連携強化を図る。 

 

２ 海外現地企業に対する誘致活動（11,591千円） 

半導体に関して世界トップクラスの研究開発力を有する東北大学が立地しているとい

う「地域の強み」を活かすため、半導体を中心とした高度電子機械・ライフサイエンス

関連企業を誘致のターゲットと定め、東北大学との R&D連携への発展、さらに拠点の設

置といった段階的な誘致を目指し、東北大学の半導体国際展示会への出展、外資系企業

とのマッチング機会の創出を支援する。 

  

３ 国際投資セミナー及びビジネスマッチングの開催（12,000千円） 

新型コロナウイルスの感染拡大に端を発した渡航制限が緩和され、海外との往来が容

易になったことから、ジェトロなどの関係機関と連携し、本県への投資が期待される有

望な海外の企業や公的機関を招聘し、ナノテラスやメディカルメガバンクなどを有する

東北大学の存在、高度電子機械産業に関連した高い技術力を有する中小企業の集積、関

東・関西圏より低い進出コストなどの宮城県の投資環境をＰＲする国際投資セミナーを

開催するとともに、県内企業の販路開拓機会の創出のため、ビジネスマッチングを実施

する。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

立地企業雇用確保支援対策費 

（新・宮城の将来ビジョン推進 

事業名） 
立地企業雇用確保支援対策事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 企業誘致活動費 

２ 当初予算額 ６９３千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業立地推進課 

（ＴＥＬ：211-2717） 

４ 目   的 

 高校等への合同訪問による立地企業の紹介など、立地企業への関心や認

知度向上を図る取り組みを行い、立地企業の雇用確保を支援するもの。 

５ 事 業 概 要  

 １ 目的 

人口減少社会の本格的な到来により、人手不足が深刻化することが見込まれる中、企

業にとって重要課題である人材確保について、誘致対象企業からは、立地後の雇用確保

への懸念及び増設後における工場稼働に必要な人材確保について心配の声も出ている。 

このことから、立地企業との合同訪問を通じて、高校の先生等に立地企業の紹介を行

い、高校等と立地企業の関係構築を支援するもの。 

合同訪問については、訪問先との日程調整、行程調整のほか、合同訪問を行ったこと

が無い企業担当者に対しては、訪問先に対する確認内容等のアドバイスも行う。 

 

２ 事業内容（総事業費 693千円） 

雇用確保支援対策活動費（事業費 693千円） 

・高校等へ立地企業と合同訪問を行うための活動費 

・立地企業からの雇用確保に関する相談や、合同訪問における対応内容に関するアド 

バイス等を行うための活動費 

・立地を検討する企業等に対し、立地後の雇用確保支援を周知するための活動費 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

国外半導体人材生活支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
国外半導体人材生活支援事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
半導体人材生活支援活動費 

２ 当初予算額 １４，３００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部半導体産業振興室

（ＴＥＬ：211-2486） 

４ 目   的 

ＪＳＭＣホールディングス（株）の半導体製造工場の建設・操業に当たり、

来日する台湾の従業員及びその家族が安心して生活できるよう本県の生活

環境等を紹介するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 背景 

 ＳＢＩホールディングス（株）と台湾の大手半導体受託製造企業ＰＳＭＣによって設

立された、ＪＳＭＣホールディングス（株）の半導体製造工場の建設予定地が、第二仙

台北部中核工業団地（大衡村）に決定された。 

今後、新工場の建設・操業に当たり、来日する台湾の従業員及びその家族が安心して

生活できるよう、本県の生活環境等を紹介するもの。 

 

２ 事業内容 

（１）本県の生活環境等の紹介 

   台湾のＰＳＭＣ本社等において、従業員等に対して、本県の魅力をＰＲするととも

に、工場建設予定地、住まい、商業施設、医療、教育、交通、金融等の生活環境の紹

介等を行う。 

 

（２）県内における生活環境の現地案内会 

ＪＳＭＣホールディングス（株）の新工場に勤務を予定している台湾の従業員及び

その家族を対象に、工場建設予定地や希望する地域の住まい、商業施設、医療、教

育、交通、金融等の生活環境等について理解を深めていただくため、現地を案内する

もの。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

放射光施設利用促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
放射光施設利用促進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 放射光施設利用促進事業費 

２ 当初予算額 ７０，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部新産業振興課 

（ＴＥＬ：211-2721） 

４ 目   的 

次世代放射光施設ナノテラス設置によるイノベーション創出の拠点化を図

るため、放射光施設の産業利用促進に向けた普及啓発や企業等の研究開発拠点

の集積に向け取組むとともに、ナノテラスでのトライアルユース事業や利用支

援事業等を通して、放射光施設の利用促進による県内企業の研究開発・技術力

強化を図る。 

５ 事 業 概 要  

 

 

 

 

（１）NanoTerasu利用推進協議会活動費（2,260千円） 

協議会活動を通じて，施設の産業利用促進に向けた普及啓発活動や情報発信等を行う。 

 

（２）地域パートナー活動費（759千円） 

   国及び地域パートナー機関との連絡調整を行う。 

 

（３）放射光施設利用促進事業（37,337千円） 

県内企業等の研究開発・技術力強化を図るため、次世代放射光施設ナノテラスの利用 

促進を図るとともに、技術研究等を実施する。 

① 放射光利用実地研修事業（トライアルユース） 

② ナノテラス利用促進事業補助金 

③ 放射光利用技術研究会 

④ 活用支援 FS（フィージビリティスタディ）事業 

⑤ 情報発信強化事業 

 

（４）リサーチコンプレックス形成促進費（25,944千円） 

次世代放射光施設を中核とした企業・研究機関の研究開発拠点の集積を図るため、関

係機関と連携し、施設利用企業等を対象とした企業訪問やセミナーを開催する。また、

賃料補助等の誘致施策を実施する。 

① 宮城県放射光施設関連企業賃料補助金 

② リサコン形成促進活動費 

 

（５）先端科学技術起業家支援促進費（3,700千円） 

   関係機関と連携し，技術支援等を行うテクニカルコーディネーターを（公財）みやぎ

産業振興機構に１名配置し，県内中小企業の利用促進を図る。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

テック系スタートアップ企業成長支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
テック系スタートアップ成長支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） テック系スタートアップ成長支援費 

２ 当初予算額 ２６，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部新産業振興課 

（ＴＥＬ：211-2779） 

４ 目   的 

県内テック系スタートアップ企業への積極的な支援を通して、地域全体でス

タートアップ支援の機運を盛り上げ、オープンイノベーションの推進を図る。 

５ 事 業 概 要  

 テック系スタートアップ・サポートコンソーシアム宮城（略称：テクスタ宮城）の運営、

東北大学発等テック系スタートアップ企業と支援機関のマッチングやスタートアップ関連イ

ベントの開催等を通して、スタートアップ企業の成長支援や地元定着を図る。また、仙台市、

東北大学等と連携し設置した支援拠点を活用した集中的な支援を行う。 

 

[スタートアップ支援強化事業] 

①仲間づくり（1,040千円） 

イ コンソーシアム運営 

ロ ホームページ運営 

②技術発掘（2,050千円） 

イ ビジネスアイデアコンテスト経費 

ロ 東北大学が主導する協議会への支援 

③ニーズ把握・アドバイザー任用（5,514千円） 

 構成員やスタートアップ企業からのニーズを的確に把握し、アドバイザーを活用した適切

な支援や事業を実施。 

④機運醸成（12,346千円） 

イ 首都圏等マッチングイベント、県内マッチングイベント 

  スタートアップ企業と様々なステークホルダーの連携を目的としたイベントの実施。 

ロ スタートアップの認知度向上を目的とした記事掲載 

ハ 関係団体のイベントへの共催 

⑤体制整備（5,050千円） 

イ テクニカルコーディネーター任用 

ロ 支援拠点における相談窓口設置 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

新規参入・新産業創出等支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
新規参入・新産業創出等支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 新規参入・新産業創出等支援費 

２ 当初予算額 ６８，６７８千円 ３ 担当課 
経済商工観光部新産業振興課 

（ＴＥＬ：２１１－２７２１） 

４ 目   的 

産学官連携による技術高度化支援により、共同研究体制の構築及び重点新分

野等での新事業・新産業創出などを促進する。また、高度電子機械産業分野で

川下企業等への参入を目指す県内企業等の試作開発等の取り組みを支援する

ことにより、新規参入の推進と取引創出・拡大を図る。 

５ 事 業 概 要  

 １ 実用化補助事業 （６４，２３３千円：（１）～（３）の合計＋事務費） 

（１）地域イノベーション創出型 （１６，０００千円） 

高度電子機械産業や自動車産業分野等での新事業・新産業創出などを促進するため、

産学官連携による技術高度化等に必要な技術・製品開発費用の一部を支援する。 

・補助率：小規模事業者以外 １／２以内 小規模事業者 ２／３以内 

・補助期間：最大２年 （※Ｒ５までは単年度のみ） 

・補助上限額：４，０００千円 （Ｒ５募集枠：４件） 

（２）成長分野参入支援型 （１８，０００千円） 

高度電子機械産業や自動車産業分野等での川下企業等への新規参入を目指して、川下

企業からのニーズや技術提案等のため、試作開発等に取り組む県内企業に対し、その費

用の一部を支援する。 

・補助率：小規模事業者以外 １／２以内 小規模事業者 ２／３以内 

・補助期間：単年度 

・補助上限額：３，０００千円 （Ｒ５募集枠：６件） 

（３）グループ開発型 （３０，０００千円） 

高度電子機械産業や自動車産業分野等の研究・技術開発に取り組む産産連携又は産学

連携による企業等のグループに対して、必要な研究・技術開発費用の一部を支援する。 

・補助率：１／２以内 

・補助期間：最大３年 

・補助上限額：１０，０００千円／年 （Ｒ５募集枠：２件【継続１件】） 

 

２ 共同開発事業（４，４４５千円） 

実用化補助事業のうち地域イノベーション創出型とグループ開発型について、希望する

採択事業者に対し、産業技術総合センターが実用化に向けた技術支援を実施。共同開発に

係る産業技術総合センターの経費。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

 ものづくり産業技能向上・人材育成支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
 

（各課別歳出予算概要事業名） ものづくり産業技能向上・人材育成支援費 

２ 当初予算額 ５，５３８千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業人材対策課 

（ＴＥＬ：211-2763） 

４ 目   的 

人口減少や少子化の進展により、ものづくり産業を支える人材不足が深刻な

状況となっている中、企業における技能者の技能向上のための優れた取組事例

や、熟練技能者から若年技能者への技能継承の手法を学ぶ場を設け、企業価値

を高めるための技能向上及び人材育成を支援するもの。 

５ 事 業 概 要  

 ○取組内容 

「ノウハウや仕組みがない」、「マニュアルがない」、「時間的余裕がない」といった理由か

ら、技能向上に向けた取組や若年技能者の人材育成が進まないものづくり産業分野の企業を

対象に、専門家を講師としたセミナーを開催し、技能検定を活用した技能者の技能向上に取

り組む県内企業の好事例や、技能継承の手法を学ぶための機会を提供するもの。 

※ものづくり産業分野：当該事業においては、技能検定職種に関連した企業とする。 

 

【実施内容】 

対  象 ：県内ものづくり産業分野の企業の経営者、労務管理者、製造現場責任者、社 

員教育・社内研修の担当者等 

実施回数 ：年３回（テーマ別、仙台圏内開催予定） 

参加企業数：１回あたり１５社程度（１社あたり１～２名想定） 

開催テーマ(例)：・自社の現状把握と課題認識 

        ・技能検定を活用した技能向上に関する取組の好事例紹介 

・技能継承を円滑に進めるための組織体制づくり 

・マニュアルの作成方法等 

            ※いずれの回も同じ企業が参加し、講師による講義及び１グループあた

り５～６人程度のグループワークの構成とする想定。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

半導体人材育成・産学連携推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
半導体人材育成・産学連携推進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 高度電子機械産業集積促進費 

２ 当初予算額 ４９，３００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部新産業振興課 

（ＴＥＬ：211-2715） 

４ 目   的 

直接的な人材育成策に加え、育成した人材の地域への定着・確保に向けて、

保護者等、地域全体で半導体関連産業を支える雰囲気を醸成する。また、半

導体関連産業と産学連携を推進するため、「半導体関連産業産学連携推進テ

ーブル」を設置し、運営する。 

５ 事 業 概 要  

 １ 半導体人材の育成・確保 

（１）半導体人材育成関係機関 連絡・調整会議の設置、運営 

・ 県内において半導体関連人材の育成等の取組を進めている関係機関と情報交換、

情報共有を進めていくことで、地域一体となり、効率的で効果的な人材育成を目指

す。 

（２）人材育成事業 

① 一般（大学生・高専生を想定）、初学者（高校生・専門学生を想定）それぞれを

対象とした半導体実習＆見学ツアーを実施する。 

② 地域理解醸成事業として、半導体関連のデバイスや製品等を活用したテクノロジ

ー体験会（中学生と保護者）や、ものづくりや遊びの要素を交えた親子講座（小学

生と保護者）を実施する。 

③ 人材育成事業で使用する半導体関連産業を分かりやすく紹介できるツール（例：

動画や冊子等）を作成する。 

（３）首都圏等“宮城県の半導体産業の魅力”説明会 

① みやぎ移住・交流フェアにおける情報発信を行う。 

② 宮城県への UIJターン希望者（主に大学生）を対象とした「宮城県の半導体産業

セミナー」を開催する。 

 

２ 産学連携の推進 

（１）半導体関連産業産学連携推進テーブルの設置 

  ・ 構成機関による意見交換及び今後の連携について協議を行う。 

（２）産学連携交流会 

・ 大学研究者等の専門家と半導体関企業が交流する場をセッティングする。 

（３）産学連携推進ツアー 

・ 半導体関連企業を対象とした大学等の見学会を実施する。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

高度電子機械産業集積促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
高度電子機械産業集積促進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 高度電子機械産業集積促進費 

２ 当初予算額 ８３，４７３千円 ３ 担当課 
経済商工観光部新産業振興課 

（ＴＥＬ：211-2715，2721） 

４ 目   的 

高度電子機械産業の集積を促進するため，取引拡大施策として「みやぎ高度

電子機械産業振興協議会」を，技術高度化施策として「MEMS関連産業支援」を，

人材育成施策として「みやぎ高度電子機械人材育成センター」を一体的に運

営・実施・展開するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 高度電子機械産業集積促進事業【６９，０３３千円】 

（１）取引拡大施策・・・みやぎ高度電子機械産業振興協議会運営（６６，２３３千円） 

・ 「富県宮城の実現に向けた，地域の一体的取組による高度電子機械産業の活性化」

を目的として，「半導体･エネルギー」，「医療･健康機器」，「航空宇宙」の３分野を重点

市場と位置づけ，市場・技術セミナーや展示会出展支援等の取引創出に向けた各種事

業を展開する。 

・ また、次代の“ものづくり”を担う若手経営者・後継者のネットワーク形成を支援

し、県内企業がより飛躍できる環境づくりを進めていくほか、社会課題の解決手段と

して大いに期待されている物流ドローンの活用による新産業・新ビジネスの創出に向

け、機運醸成を図るための取り組みを実施する。 

（２）技術高度化施策・・・MEMS関連産業支援（１９３千円） 

世界有数の MEMS関連の研究者や研究成果が多数存在する東北大学等と連携しながら，

県内企業の MEMS分野への参入や MEMS関連産業との関係構築を支援し，MEMS関連分野を

通じて，高度電子機械産業の集積促進を目指す。 

（３）人材育成施策・・・みやぎ高度電子機械人材育成センター（２,６０７千円） 

産学官が連携して開設した「みやぎ高度電子機械人材育成センター」を通じて，県内

理工系大学･高専の学生を対象とした実践的な研修を実施することにより，意欲あふれる

優秀な人材を養成し，本県立地企業及び県内企業の若手技術人材を確保するとともに，

高度電子機械産業の集積と振興を図る。 

２ ビジネスマッチング強化促進事業【１４，４４０千円】 

   みやぎ高度電子機械産業振興協議会の重点市場３分野に位置付けている，半導体・エ

ネルギー，医療・健康機器，航空機分野に係る首都圏等の大手川下企業の現況やニーズ

を調査し，県内企業の紹介や商談機会の創出，工程連携や共同受注体制等の構築支援等

を通じて，取引拡大を図る。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

自動車関連産業特別支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
自動車関連産業特別支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 自動車関連産業特別支援事業費 

２ 当初予算額 ６４，７１７千円 ３ 担当課 
経済商工観光部自動車産業振興室 

（ＴＥＬ：211-2724） 

４ 目   的 

 「みやぎ自動車産業振興ビジョン」（令和３年７月策定）に基づき、自動車

関連産業における取引拡大及び新規参入を総合的に支援するため、「受注獲

得・取引創出」、「人材創出・育成」、「技術開発・技術力強化」に係る事業を実

施し、本県自動車関連産業の振興を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  
（１）自動車関連産業参入支援事業【予算額：10,311千円】 
 ①みやぎ自動車産業振興協議会運営事業 
  県内の自動車関連企業・団体のネットワークづくりや情報共有等を進めることにより、 
自動車関連産業のさらなる振興を図るもの 

 ②宮城県中小企業経営支援強化対策費補助金 
  （公財）みやぎ産業振興機構が実施する県内企業の取引情報の収集や取引あっせん等に係
る事業への補助 

 
（２）合同展示商談会開催事業【予算額：3,566千円】 
 ①とうほく自動車産業集積連携会議事業 
  東北地域における自動車産業の集積・振興に向けた取組を実施 
 ②とうほく合同展示商談会開催事業 
  とうほく・北海道の自治体合同で車体メーカー向けの展示商談会を開催 
 ③事務費 
  各事業に共通する事務的経費 
 
（３）自動車関連人材育成支援事業【予算額：11,944千円】 
 ①みやぎカーインテリジェント人材育成センター事業 

次代の自動車の設計・開発に携わる人材を育成する学生向け研修の開催 
 ②自動車技術研修事業 

地域企業向けの自動車部品機能構造研修及びオーダーメイド型個別研修や出前研修の実
施、自動車業界の動向や技術開発トレンド等を取り上げたセミナーの開催 

 ③宮城県自動車関連人材育成補助事業 
研修受講等を通じ、自動車関連人材の育成に取り組む県内企業への補助金の交付 

 
（４）自動車関連技術支援事業【予算額：38,896千円】 
 ①生産現場改善支援事業 
  グループ演習を含む集合型の研修及び個別企業への定期訪問等を通じた改善指導の実施 
 ②新技術・新工法研究開発促進事業 

競争的資金の獲得に向けた産業技術総合センターと県内企業とのプレ共同研究及び最新
自動車部品の性能等のデータをもとに、地域企業の新商品開発や技術開発を支援 

 ③高度設計技術普及支援事業 
  測定技術や設計技術を地域企業に普及させるための講義型研修やハンズオン研修、伴走
型研修を実施 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

空・陸次世代モビリティ体感事業費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
空・陸次世代モビリティ体感事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 空・陸次世代モビリティ体感事業費 

２ 当初予算額 ２４，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部自動車産業振興室 

（ＴＥＬ：211-2724） 

４ 目   的 

自動車業界が大変革期を迎える中、本県自動車産業の更なる発展に向け、将

来のものづくり人材の確保と裾野拡大を図るため、多様なモビリティやその将

来像に触れる機会を創出するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）空・陸次世代モビリティ実証調査・情報発信事業【18,934千円】 

 【概要】 

空のモビリティ（空飛ぶクルマ）のデモ飛行等、多様なモビリティやその将来像に触れ

る機会を創出することにより、ものづくりへの興味・関心を高め、人材の裾野拡大につな

げるもの。 

 

（２）県庁舎車両展示事業【3,066千円】 

 【概要】 

自動車関連産業の集積地である本県の認知度向上を図るため、県庁舎を活用し車両展示

を実施するもの。 

  

（３）モビリティイベント開催運営補助事業【2,000千円】 

 【概要】 

車両展示や試乗体験など、県民がモビリティに触れることのできるイベントを開催する

市町村への支援を行うもの。 

補助率：1/2 補助上限：1,000千円 補助対象者：市町村 

  補助対象経費：モビリティイベントの開催運営に要する経費 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

自動車関連産業カーボンニュートラル化推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 

自動車関連産業におけるカーボンニュートラ

ル推進支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 
自動車関連産業におけるカーボンニュートラ

ル推進支援費 

２ 当初予算額 ４９，９８３千円 ３ 担当課 
経済商工観光部自動車産業振興室 

（ＴＥＬ：211-2724） 

４ 目   的 

 脱炭素に向けた動きが世界中で広がる中、自動車関連産業においてもカーボ
ンニュートラル化（以下「ＣＮ化」という。）の推進が求められている。この
動きに対して、県内自動車関連企業のＣＮ化支援を実施し、取引維持や取引拡
大を図り、自動車関連産業の振興を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

県内自動車関連企業の生産現場におけるＣＮ化への取組を促すとともに、既にＣＮ化への

取組を始めている企業に対しては、ＣＮ化設備導入支援事業により、設備等の整備に必要な

費用の一部を補助する。 

 

（１）自動車関連企業におけるＣＮ化支援事業【24,500千円】 

 自動車関連企業のＣＮ化を促すため、下記の事業を実施する。 

①訪問によるエネルギー診断 

 ※電気やガスの使用量等から、支援企業のエネルギー使用量の割合や CO2排出量等を

簡易的に分析し、削減のポテンシャルを明示するもの。 

 

  ②脱炭素化計画策定支援 

   ※2週間程度の計器計測を実施し、支援企業のエネルギー使用量の割合や CO2排出量

等を詳細に分析し、エネルギー消費量の削減、低炭素化、利用エネルギーの転換等

の観点から中長期的なＣＮ化への取組手法を具体的に提案するもの。 

 

③県内企業のＣＮ化への意識調査、情報提供 

 

（２）ＣＮ化設備導入支援事業【25,000千円】 

ＣＮ化に向けた計画を策定済みの企業に対して、計画に従って導入する設備等の導入費用

の一部を補助する。 

  補助対象設備の例：再エネ発電設備，再エネ熱利用設備、エネルギーの見える化設備 等 

  補助上限額：5,000千円/社 （補助率:1/2以内） 

 

（３）事務費【483千円】 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

ものづくり中小企業“生産性向上実現”DX戦略推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
高度電子機械産業集積促進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 高度電子機械産業集積促進事業費 

２ 当初予算額 ６２，８００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部新産業振興課 

（ＴＥＬ：211-2715） 

４ 目   的 

全国的に理系人材が不足し製造現場においても人材の確保が困難となっ

ている状況の中、ものづくり中小企業のＤＸ導入を積極的に推進していくこ

とでその生産性向上を図り、そこで得られた省人化や省力化の成果を通じ

て、限られた人員の中でも事業発展規模の維持・拡大が実現するよう、特に

中小規模の事業者を重点的に支援していくもの。 

５ 事 業 概 要  

 １ DXやデジタル化に対する意識・機運醸成の推進 

（１） 大規模イベントによる意識・機運醸成 

  ① ベンダーと ERP等の導入を考えている参加者との展示会方式によるマッチングイ

ベント 

  ② 有識者による DX推進の必要性に関する基調講演 

  ③ 既に ERP等を導入しているものづくり企業からの講演 

（２） 小規模イベントによる研修会やワークショップの開催 

  ① 現経営者、次世代経営者、中堅社員等に対する階層ごとのセミナー 

  ② 異業種、他社の若手社員が参加するワークショップの開催 

 

２ ものづくり中小企業の DXやデジタルツール導入等の推進 

（１）ものづくり中小企業“身の丈”IoT等活用支援事業 

・ AI・IoT等の活用による生産性向上等の取組を加速化するため、産業技術総合セ

ンターの相談体制の拡充と伴走型による活用支援を実施する。 

（２）ものづくり中核企業 AI・IoT導入等支援事業 

・ AI・IoT等の先進技術を活用した生産性向上、省力化等のための技術導入経費を

支援し、今後の県内ものづくり産業を牽引していく中核企業の成長・受注増加等に

繋げる。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

ものづくり海外販路開拓支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
ものづくり海外販路開拓支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） ものづくり海外販路開拓支援費 

２ 当初予算額 ２５，２８０千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際ビジネス推進室 

（ＴＥＬ：211-2962） 

４ 目   的 

高齢化、人口減少社会による国内市場での消費縮小が見込まれる中、県内経

済を安定的に成長させ、豊かな宮城を実現するためには、海外へ目を向け、海

外市場の活力や成長力を取り込んでいく必要がある。そのため、個々の企業の

強みを生かし海外市場での販路開拓を目指す県内企業の挑戦を支援し、県内製

造業の輸出振興に寄与することを目指す。 

５ 事 業 概 要  

 １ 海外商談会出展支援事業（13,280千円） 

  高度電子機械産業の活性化に向けて重点市場の一つに位置づける「医療・健康機器」分

野の県内企業の取引創出・拡大のため、ドイツ・デュッセルドルフで開催される国際医療

機器展「MEDICA」など海外で開催される国際展示会・商談会に宮城県のブースを設置する

ことで、県内企業の出展を支援するとともに、あわせて県内の投資環境のＰＲを実施する。 

 

２ 海外販路開拓支援事業補助金（6,500千円） 

県内事業者の海外ビジネス推進を支援するため、海外企業との商談、国際展示会への出

展などに要する費用の一部を補助する。 

補助率：対象経費の 1/2（上限 50万円） 

 

３ 県産工芸品海外販路開拓支援事業（5,500千円） 

県内の工芸品製造事業者の海外販路開拓を支援するため、既に海外展開の実績があるパ

イオニア企業と連携し、その経験やノウハウ、販売網などを活用したテストマーケティン

グを実施する。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

中小企業等デジタル化支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
中小企業等デジタル化支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 中小企業等デジタル化支援費 

２ 当初予算額 ２３６，７００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部中小企業支援室

（ＴＥＬ：211-2745） 

４ 目   的 

 人口減少期を迎える中、各企業においてはデジタル技術を活用した生産

性改善が急務となっていることから、生産性向上等を目的とした県内中小

企業等のデジタル化の取組について、アドバイザー派遣及び導入経費の補

助を行い、デジタル化の推進を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

 １ 背景・経過 

 県で実施したアンケート結果では、デジタル化が進んでいない企業等が６割を占めてお

り、中小企業のデジタル化はなお途上にあることから、同アンケートのニーズを踏まえ引

き続き各種支援施策を実施する。また、人口減少に対応する事業共同化に係る補助金枠の

新設等、今後の課題解決に向けた支援の拡充を行う。 

 

２ 事業内容 

（１）アドバイザー派遣 

  中小企業等のデジタル化に向けた相談対応を行うアドバイザー派遣等を実施。 

（２）デジタル化導入補助 

  生産性向上等を目的にデジタル化に取り組む中小企業等に対して費用の一部を補助。 

補助対象者：県内に本社・本店を有する中小企業・小規模企業者等(情報通信業を除く) 

対象経費：(a) システム構築費、システム運用関連費 等 

       (b) (a)の実施に必要な機器等整備費、専門家経費 等 

【概要】① 通 常 枠：事業者のデジタル化の取組に係る補助（補助率 1/2以内） 

     ② 発展・展開枠：過去に当補助金を活用した事業者の更なる発展的なデジタル化

への補助（補助率 1/2以内） 

     ③ 共同化枠：複数事業者によるデジタル技術を用いた共同化に係る補助（補

助率 2/3以内） 

【補助額】①② 下限 500千円～上限 2,500千円 

③  下限 500千円～上限 5,000千円 

【活用例】① 会計管理システムの導入及び必要となるパソコン 

② 生産管理システムの導入と、既存会計システムとの連携システムの構築 

③ 複数企業の会計処理を一括管理するためのシステム構築 

 

31



主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

外国人観光客受入環境整備促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
外国人観光客受入環境整備促進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 外国人観光客受入環境整備促進事業費 

２ 当初予算額 ８，５００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2755） 

４ 目   的 

回復基調にある外国人観光客をターゲットに、県内宿泊施設等の利便性・快適性

を一層向上させ、本県を訪れる外国人観光客の満足度向上を図るため、県内宿泊施

設等が行う、デジタル技術の活用や、通信環境整備を含めた先進的な受入環境整備

の取組に対して支援を行う。 

５ 事 業 概 要   

  

（１）補助対象 

 県内の宿泊施設等 

  

（２）対象経費 

 ○外国人観光客の利便性向上を目的とし、下記いずれかに該当する設備導入費 

 ①デジタル技術を活用した多言語化整備 

 ②その他外国人観光客の受入環境整備に効果的な取組 

 

 ※新たに整備する経費のみとし、保守管理や機器のレンタル等の経費を除く。 

 

（３）補助率等 

   補助率：２／３以内 

   補助上限額：２，０００千円 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

教育旅行誘致促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
教育旅行誘致促進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 宮城の観光イメージアップ事業費 

２ 当初予算額 ８４，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2755） 

４ 目   的 

教育旅行は、特別な体験の機会を通じて生徒らに本県の魅力を伝えることが

できるため、将来的な進学先、就職先、家族の旅行先等として選択されるなど、

高いＰＲ効果が期待できるものであることから、引き続き、積極的な誘致活動

を行うもの。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）教育旅行等コーディネート支援センター（観光復興支援センター）整備事業（委託） 

  （34,223千円【復興基金】） 

 ○本県への教育旅行等を希望する団体と受入先とのマッチング 

 ○探求学習、ＳＤＧｓ、震災、減災・防災学習等のプログラム磨き上げ 

 ○県外、国外へのＰＲ活動 

 

（２）団体旅行バス助成金事業（補助）（39,950千円【復興基金】） 

  県内で宿泊を伴う旅行を実施する学校に対して、一定額を助成。 

○助成額 

・国内学校 県内バスを利用する場合 70千円／台、それ以外の場合 50千円／台 

  ・海外学校 70千円／台 

 

（３）台湾訪日教育旅行誘致促進事業 

（4,527千円【発展税 3,567千円、地域整備基金 960千円】） 

○ＪＮＴＯ主催の教育旅行関係者の招請事業 

○台湾訪日教育旅行誘致促進のための現地説明会 

 

（４）教育旅行誘致促進事業（5,300千円【発展税 3,221千円、地域整備基金 2,079千円】） 

○仙台観光国際協会等との誘致活動の負担金、東北観光推進機構主催のセミナー等におけ

るＰＲ活動経費 

○県外（北海道、北関東、中部以西等）の教員等を対象としたモニターツアーの実施 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

みやぎ観光戦略受入基盤整備費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
－ 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎ観光戦略受入基盤整備事業費 

２ 当初予算額 １７９，４７５千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2821） 

４ 目   的 

観光客が気軽に宮城を訪れ、安心安全に観光地を巡ることができるよう配慮

した「みやぎのやさしい観光地づくり」を着実に進めるため、主要な自然公園

等（国立・国定公園等）において、観光客の安全な利用に配慮した自然公園施

設（登山道や遊歩道、施設や工作物など）を計画的に整備するもの。 

また、国内外の観光客が広域的に移動しやすい環境を整備するため、多言語

に対応した広域観光案内板の整備（盤面更新等）を行うもの。 

５ 事 業 概 要  

  

１ みやぎのやさしい自然公園施設整備事業 166,496千円 

（１）老朽化した自然公園施設の再整備 

① 蔵王レストハウス揚水施設改修 

  蔵王レストハウスに飲料水等を供給するための揚水管を更新 

② 熊野岳避難小屋建物状態調査 

  建物の老朽化程度の調査 

 

（２）利用が集中し荒廃した登山道等の再整備 

① 蔵王登山道整備（南蔵王縦走コース） 

  老朽化した木道等の再整備、急斜面の階段設置、ウッドチップ舗装など 

  登山道に隣接した駐車場等の整備に向けた調査測量 

② 地獄谷遊歩道整備 

  木道の腐食により通行できないコース後半の再整備 

③ 枯損木伐倒整備 

自然公園内の登山道や遊歩道等で発生した倒木等の撤去 

 

２ みやぎのやさしい観光案内板等整備事業 2,000千円 

県内に 20基ある広域観光案内板の盤面更新（２基程度） 

 

３ 東北自然歩道整備事業 10,000千円 

県内に 29コースある東北自然歩道について、荒廃した遊歩道や標識等の再整備 

  令和６年度は奥新川の「渓谷の美 新川ラインのみち」を整備予定 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

宮城オルレ推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
宮城オルレ推進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 国際観光対応事業費 

２ 当初予算額 ５４，２００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2824） 

４ 目   的 

豊かな自然等を体験することが可能なアウトドアコンテンツである「宮城オ

ルレ」について、国内外からの観光客誘致のため、新規コースの造成支援や、

国内外のトレイル団体等と連携した効果的なプロモーションを実施し、観光需

要の回復を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）新規コースの造成 

  ・新規コースの造成に伴う市町村への支援 

 

（２）新規コース造成支援及び国内外向けＰＲ 

  ・宮城県観光連盟への専従職員配置による取組継続に向けた体制構築 

・ガイドブック及び WEBサイトの維持管理・更新 

・既存コース及び国内外のトレイル団体と連携したイベント開催や広告宣伝による誘客

促進（宮城オルレフェア等のイベント開催や、国内外のトレイル団体等と連携したプ

ロモーションの実施、各種イベント出展によるＰＲ等） 

 

（３）国外向けＰＲ 

・韓国現地旅行会社への情報提供や、メディア等を活用したプロモーション 

・韓国現地旅行博覧会等への出展、オルレイベントでのＰＲ等 

・東北観光推進機構と連携した韓国現地旅行会社の招請等 

・淡蘭古道（台湾）との友情の道締結を契機とした相互ＰＲ 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

多賀城創建１３００年記念事業費 

（新・宮城の将来ビジョン推進事

業名） 

多賀城創建１３００年記念整備事業 

文化財を活用した地域活性化事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 

国際観光対応事業費 

文化財保護対策費 

調査研究費 

２ 当初予算額 ６６，９４０千円 ３ 担当課 

経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2755） 

教育庁文化財課 

（ＴＥＬ：211-3682） 

４ 目   的 

１．多賀城創建１３００年記念イベント支援事業 

平城京、太宰府とともに日本三大史跡に数えられる多賀城が、令和６年

度に創建１３００年を迎え、本県としても、県・国の内外から、より多く

の来県者を呼び込み、多賀城をはじめとする本県の魅力を伝える絶好の機

会と捉え、多賀城創建１３００年記念事業実行委員会が実施する記念事業

と合わせ相乗的効果を狙ったイベントを開催するもの。 

 

２．文化財を活用した地域活性化事業 

文化財の保護や活用に対する地域の関心を高め、文化財が持つ魅力の発

信を担う人材育成等を行うことにより、地域活性化や観光振興に繋げるも

の。 

 

３．多賀城創建１３００年記念整備事業 

多賀城創建１３００年を記念して、古代東北の政治・文化・軍事の中心

地であった多賀城跡の中軸部である政庁跡から外郭南門に至る地区を、一

体的かつ総合的に集中整備し、その威容と広大さを創出するとともに、歴

史学習や文化的観光の拠点となるよう整備を行うもの。 
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５ 事 業 概 要 

１．多賀城創建１３００年記念イベント支援事業（60,000千円） 

 最新映像技術である３Ｄホログラムによる多賀城政庁跡の再現など、新

たなナイトタイムコンテンツを創出する。 

 

２．文化財を活用した地域活性化事業（5,000千円） 

  「多賀城創建１３００年記念事業実行委員会」が進める各種記念事業の

企画・運営の一端を担うもの。 

① 多賀城歴史講座（283千円） 

古代史研究の第一人者を招いて、多賀城に関する歴史講座を開催す

る。 

② デジタルミユージアム事業（4,717千円） 

手にとることが困難な考古資料の三次元データ計測等を行い、ＶＲで

自由に考古資料を閲覧できるシステムを拡充し、活用の充実を図る。 

 

３．多賀城創建１３００年記念整備事業（1,940千円） 

文化財の保護や活用の一環として、政庁跡から外郭南門に至る地区の集

中整備についての経過と成果を報告書としてまとめ、今後に活かすもの。 

・対象地区：特別史跡多賀城跡附寺跡 政庁南面地区（多賀城市市川） 

・整備工事期間：平成２９年度～令和５年度 

・整備内容：政庁南大路の復元、城前官衙エリアの古代役所空間の再現 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

ツーウェイ・ツーリズム推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
－ 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
国際観光対応事業費 

２ 当初予算額 ６，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2823） 

４ 目   的 

アウトバウンド促進の一環として、県内学校による海外教育旅行を支援す

ることで、若年層の海外との交流機会を創出して国際口語理解力の増大を図

るとともに、海外との双方向交流の拡大を通じて、空港路線の維持・拡大を

図り、インバウンドの更なる拡大に繋げる。 

５ 事 業 概 要  

  

（事業内容） 

  県内の中学校、高等学校等が実施する海外教育旅行の経費の一部を助成するもの。 

 

（１）補助対象者 

   県内の中学校、高等学校等 

 

（２）補助要件 

   仙台空港発着の国際線（※）を利用した海外教育旅行等 

    

（※）仙台空港 国際線就航路線【令和６年１月現在】 

台湾（台北）、韓国（ソウル）、中国（大連、上海）、タイ（バンコク） 

 

（３）補助額 

   １校当たり３０万円（１５人以上の旅行を対象） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

アンバサダーサミット開催費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
－ 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
国際観光対応事業費 

２ 当初予算額 ３０，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2823） 

４ 目   的 

宮城県の観光や投資環境等の魅力やポテンシャルを情報発信することに

より、海外との関係強化を図るとともに、イン・アウトバウンドの拡大や外

資企業の投資獲得等による、双方向の人的交流や経済交流の活性化に繋げ

る。 

５ 事 業 概 要  

  

【発展税充当事業】 

 

（事業内容） 

 海外との交流促進に向けたイベントの開催 

 

・ 令和６年１０月～令和７年２月頃の２泊３日で、県内に海外の要人（駐日大使等）

を招待し、宮城県の魅力をＰＲする機会を創出する。 

・ 観光分野については、東北地方全体への誘客を促進するため、関係団体等と一体と

なった東北ブロックの観光ＰＲイベントを開催する。 

・ また、被災県として震災の伝承や復興の状況を対外的にＰＲするための視察ツアー

を開催する。 

・ このほか、投資や貿易分野での双方向の交流促進を目指し、投資セミナーやビジネ

スマッチングイベントも合わせて開催する。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

観光地周遊促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
観光地周遊促進事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
観光戦略推進費 

２ 当初予算額 ２４，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2823） 

４ 目   的 

観光地までの渋滞状況や、飲食店等の観光施設の混雑状況を可視化するこ

とにより、施設での滞在時間や訪問施設の減少を防ぎ、観光地内での周遊を

促すことで、観光消費額の向上を図り、ひいては県内総生産の増加への貢献

を目指す。 

５ 事 業 概 要  

  

【発展税充当事業】 

 

（事業内容） 

  県内観光地３か所において、地元市町村等の取組と連携のもと、以下の取組を実証事

業として実施する。 

 

（１）実施箇所 

  ①松島  ②栗駒山  ③鳴子峡 

  ※実施期間は夏・秋の行楽シーズンや紅葉時期に合わせて設定 

 

（２）実施内容 

 ① 渋滞・混雑状況の可視化及び混雑解消に向けた取組の実施 

    デジタル技術（AIカメラやセンサー等）を活用し、観光地内の飲食店や駐車場

の混雑度を可視化し、移動の円滑化を図る。 

   

② デジタルマップを活用した情報発信 

    観光用のデジタルマップを活用し、スマートフォン等によりエリア内の混雑状況

や観光施設の情報を提供する。 

 

  ③ 混雑状況や渋滞状況の調査・分析 

    混雑状況の可視化による周辺道路や駐車場の混雑状況の変化について、調査デー

タを分析する。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

観光誘客推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
観光誘客推進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 観光キャンペーン推進事業費 

２ 当初予算額 ８５，７３９千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2895） 

４ 目   的 

人口減少・高齢化社会が進展する中で、交流人口の拡大は、地域経済発展の

活路であり、観光産業は地域経済を支える重要な役割を担っている。ＩＣＴや

ＡＩの技術革新など社会全体の大きな変化に伴い、観光を取り巻く環境も大き

く動いており、誘客を巡る競争が激化していることから、観光資源の磨き上げ

や年間を通した切れ目ないプロモーションにより、幅広い層の顧客確保や誘客

数の底上げを図るもの。 

５ 事 業 概 要  

 観光誘客施策として、下記の取り組みを行うもの。 

 

（１）春夏誘客推進事業 

   仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会として実施する秋・冬季の観光キャンペーン

までの期間にファミリー層をターゲットとした誘客促進を行う。 

・Webサイト運営 

   ・キャラクターコラボイベント企画・運営 

（２）秋冬観光キャンペーン推進事業 

   仙台・宮城観光キャンペーン推進協議会のキャンペーン期間中における特別企画を県

事業として実施する。 

   ・県内周遊施策企画・運営 

   ・機運醸成グッズ製作 

   ・スキー場特別企画実施  

（３）コンテンツツーリズム推進事業 

   アニメ・ゲームのコンテンツを活用した周遊企画を行う。 

（４）観光誘客情報発信事業 

   国内向け宮城県公式 SNSの運営を行う。 

（５）酒蔵ツーリズム推進事業 

   宿泊を誘引する体験コンテンツとして注目を集める酒を活用した誘客促進を図る。 

（６）宮城観光コンシェルジュ事業 

  多くの観光情報から宮城県に目を留めてもらうよう著名人を活用したプロモーション

を行う。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

みやぎ観光デジタルプロモーション費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
みやぎ観光デジタルプロモーション事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 国際観光対応事業費 

２ 当初予算額 ４７，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2824） 

４ 目   的 

観光情報の収集について、デジタル化が進んでいることから、東北観光 DMP

を活用し、WEB 閲覧や動態等の各種データの収集・分析を行い、誘客ターゲ

ットや訴求コンテンツ等を設定し、東日本大震災や感染症で落ち込んだ観光

需要回復、人口減少の中の持続的な経済発展のため、ターゲットに向けて戦

略的にデジタルプロモーションを実施する。 

５ 事 業 概 要  

  

（１） 東北観光 DMP（ﾃﾞｰﾀﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）運営事業 6,500千円（地域整備） 

    東北・新潟域内の観光マーケティングデータを一元化し、可視化、分析を行うた

めのプラットフォームを、東北観光推進機構を中心に、東北各県、新潟県、仙台市

で連携して運営する。 

 

（２） みやぎ観光デジタルプロモーション事業（国内外）40,500千円（地域整備＋諸

収入） 

    旅行についての情報収集、手配等のデジタル化の進展、個人旅行化が進む中、ビ

ックデータや VISIT MIYAGI等のオウンメディアなどを活用しながら、旅マエ・旅

ナカなど各フェーズに応じて、OTAへの掲載を始め、最適な誘客ターゲットに最適

な情報をダイレクトに届けるプロモーションを実施するとともに、その効果測定を

行うもの。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

外国人観光客誘致促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進事業名） 外国人観光客誘致促進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 国際観光対応事業費 

２ 当初予算額 ４７，５５４千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2824） 

４ 目   的 

県内インバウンドの早期回復のため、現地旅行博への出展のほか、海外事

務所やサポートデスクによる旅行商品造成支援、ＳＮＳによる戦略的な情報

発信、東北観光推進機構や東北各県と連携した招請事業など、東日本大震災

や感染症で落ち込んだ観光需要回復、人口減少の中の持続的な経済発展のた

め、機動的に実施する。 

５ 事 業 概 要  

  

（1） 外国人観光客誘客事業 4,554千円（一財） 

東北観光推進機構等と連携したトップセールスや台湾等の国際旅行博への出展等による

観光誘客回復のための現地でのプロモーションを実施。 

 

（2） 現地誘客促進事業 12,286千円（発展税） 

台湾の現地サポートデスクと大連事務所において、現地の情報収集をはじめ、旅行会社

等へのセールスコールや商品造成のフォロー、現地での旅行博等のイベントへの出展等の

取組を実施し、誘客の入口から出口までの取組を一括して委託して実施する。 

 

（3） 誘客促進情報発信事業 10,714千円（発展税） 

ＳＮＳによる情報発信について台湾、中国、韓国、香港、英語圏の市場に対し、発信及

びデジタルマーケティングの活用による市場分析の実施など一元的に実施する。 

 

（4）東北観光推進機構連携訪日プロモーション事業 10,000千円（地域整備基金） 

東北観光推進機構と連携し、台湾、中国、香港、タイ、東南アジア、欧米の各市場にお

いて、旅行会社等の招請や旅行博出展によるプロモーションを実施する。 

 

（5） インバウンド回復プロモーション事業 10,000千円（地域整備基金） 

東日本大震災、コロナの影響により東アジアの旅行会社の本県、東北についての関心、

ノウハウは低下していることから、各国・地域の市場動向を踏まえながら、更なる認知度

向上に向け、機動的に誘客回復・拡大のための現地セールス、招請事業等を実施する。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

デジタル身分証アプリを活用した地域周遊促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進事業名） 
デジタル身分証アプリを活用した

地域周遊促進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 国内観光客誘致対策事業費 

２ 当初予算額 １０，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部観光戦略課 

（ＴＥＬ：211-2895） 

４ 目   的 

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ観光客入込数につい

ては、依然、令和元年度の水準まで回復していない。観光ＤＸの一環として、

デジタル身分証アプリを活用したスタンプラリーを実施することより、立ち

寄り観光地を増やすとともに、広域周遊を促し、県内誘客の促進及び観光消

費額の増大を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

 デジタル身分証アプリを活用したスタンプラリーを以下により実施する。 

 

（１）開催期間 ５か月程度 

 

（２）対 象 者 主に県内在住者 

 

（３）実施個所 県北エリア及び三陸エリア 

       ※令和５年度にポケットサインのミニアプリを活用した地域ポイント導入

検討事業が、３市４町（石巻市、登米市、東松島市、涌谷町、美里町、

南三陸町、女川町）を対象に実施されていること及びスタンプラリーア

プリを活用した地域周遊が、陸羽東線を対象に実施されていることを踏

まえたもの。 

 

（４）実施方法 ・デジタル身分証アプリであるポケットサインミニアプリを活用し、参

加するデジタル版スタンプラリー 

        ・スポット周辺のイベント情報をプッシュ通知で配信し、滞在時間の増

加やスポット周辺の更なる周遊を図る。 

 

（５）景  品 ・一定数のスタンプ取得者に抽選でプレゼント。地場産品やポケットサ

インの「地域ポイント」の付与などを検討する。 

        ・「地域ポイント」付与の場合、ポケットサインの「福引」機能の利用

も検討する。 

 

（６）事 業 費  10,000千円    4,200千円（デジタル田園都市国家構想交付金） 

5,800千円（地域整備推進基金） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

地域ポイント等導入支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
地域ポイント等導入支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 地域産業振興事業費 

２ 当初予算額 １４，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部富県宮城推進室 

（ＴＥＬ：211-2791） 

４ 目   的 

市町村等が身分証アプリを利用した地域経済活性化の取組を支援するとと

もに、特定対象者に対する地域ポイント付与を検討する。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）事業内容 

デジタル身分証アプリを活用し、①市町村や商工団体が実施する商店街活性化策等の取

組を支援するほか、アプリの利用の幅を広げるため、②マイナンバーカードの基本４情報

に加えて「特定の資格」や「個人の属性」を元にしたポイント付与等の検討を行う。 

 

（２）取組内容 

①市町村等がデジタル身分証アプリを活用した地域経済活性化事業の実施に必要な経費

の一部（アプリの利用料や事業広報経費）を補助する（5,000千円）。 

 

②マイナ基本４情報に加えて「特定の資格」や「個人の属性」を元にしたポイント付与

等の検討を行う（8,460千円）。 

 

③県事業推進費（540千円） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

蛻変プロジェクト推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
蛻変プロジェクト事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 地域産業振興事業費 

２ 当初予算額 １６，１００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部富県宮城推進室 

（ＴＥＬ：211-2792） 

４ 目   的 

地域住民が現状認識や課題を共有し、その課題解決のために自ら考え、行動

し、実現するための総合的支援を行うもの。 

５ 事 業 概 要  

  

少子高齢化や新型コロナウイルス感染症など、様々な社会的要因に対応したビジネスモデ

ルへの転換が必要とされる中、地域に賑わいを取り戻すために、地域の担い手が自らの地域

の強みや課題を見つめ直し、その解決に向けて自ら考案した地域発のアイデアを形にしてい

く一連プロセスの経験により「シビックプライド」の強化を図り、自らの知恵と行動で地域

に賑わいを創出することを目指す。 

 

（１）プロジェクト推進事業 13,980千円（国庫 6,990千円、一財 6,990千円） 

 （ア）先進事例研修会等 3,980千円 

    モデル地域（鳴子・遠刈田・六日町等）において、先進的な活動を行っている地

域から講師を呼んで研修会や先進地視察を行うほか、モデル地域間での交流会を開

催するもの。  

 （イ）伴走型支援業務事業 10,000千円 

    研修会やモニターツアーの開催を含めた全体調整、空き店舗の調査等の業務支援

について、委託を行うもの。 

（２）先進地域視察   1,008千円（一財 1,008千円） 

（３）事務費     1,112千円（一財 1,112千円） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

中小企業経営安定資金等貸付金 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
中小企業金融対策事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 中小企業経営安定資金等貸付金 

２ 当初予算額 １１７，８４１，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部商工金融課 

（ＴＥＬ：211-2744） 

４ 目   的 

中小企業者に対し、県制度融資を通して安定的かつ低利な資金を融通し、も

って経営の安定に資することを目的とする。 

５ 事 業 概 要  

 人口減少社会の進展による労働力不足や世界経済の先行きの不透明感、原材料価格高騰の

長期化など、県内の中小事業者を取り巻く経営環境は、依然として厳しい状況が続いている。 

このような状況を踏まえ、令和６年度も、中小企業者の経営基盤の安定を図るための資金

のほか、創業や経営改善など中小企業の積極的な取組に対する資金に係る十分な融資枠を確

保し、中小企業者の円滑な資金調達に向けた支援を行っていく。 

１ 中小企業金融対策の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 債務負担行為 

  宮城県信用保証協会が令和６年度において、県制度融資として県内中小企業者に対す

る債務保証を行った場合、代位弁済によって生じた損失を補填するもの。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

次世代型商店街形成支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
次世代型商店街形成支援事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
商店街活性化支援事業費 

２ 当初予算額 １４，５００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部商工金融課 

（ＴＥＬ：211-2746） 

４ 目   的 

地域のニーズや商店街を取り巻く環境の変化に適合した、次世代を見据え

た持続的で発展的な商店街の構築を図るため、商店街団体等が行う商店街等

活性化事業を支援することで、地域経済の発展とコミュニティの維持を図

る。 

５ 事 業 概 要  

 （１）補助事業者 

商店街振興組合、事業協同組合、商工会、商工会議所、任意の商店街組織、特定非

営利活動法人、まちづくり会社、ＤＭＯ等 

（２）補助対象事業 

  ①商店街ビジョン形成支援 

    商店街のビジョン形成に係る費用に対する補助 

  ②商店街課題解決支援 

    空き店舗対策やインバウンド対策等の商店街が抱える課題を解決するための取組

に対する補助（ハード事業及びソフト事業） 

（３）補助率等 

  ・補 助 率 ※市町村によるかさ上げ可 

①商店街ビジョン形成支援    ２／３ 

②商店街課題解決支援（ソフト） ２／３、（ハード） １／２ 

  ・補助上限額 

①商店街ビジョン形成支援    ２，０００千円（年最大） 

②商店街課題解決支援（ソフト） １，０００千円（年最大） 

（ハード） ３，０００千円（２年間総額最大） 

  ・補 助 期 間 最大２年間 

（４）令和５年度実績（R6年 2月末現在） 

①ビジョン形成   ：１件 1,420 千円（一番町一番街商店街振興組合） 

②課題解決（ソフト）：１件 1,000 千円（一番町一番街商店街振興組合） 

（ハード）：０件   0 千円 

（５）令和６年度事業見込み 

①ビジョン形成   ：３件 6,000 千円 

②課題解決（ソフト）：３件 3,000 千円、（ハード）：３件 5,500 千円 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

商店街ＮＥＸＴリーダー創出費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
商店街ＮＥＸＴリーダー創出事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 商店街活性化支援事業費 

２ 当初予算額 ８，３００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部商工金融課 

（ＴＥＬ：211-2746） 

４ 目   的 

県内商店街の多くが衰退傾向を感じている中、人手不足やリーダー不在とい

った課題を抱えているため、商店街活動の新たな担い手や中心人物の創出を支

援し、魅力ある商店街の形成を促進する。 

５ 事 業 概 要  

 １ 事業実施内容 

（１）商業者向けセミナー 

   若手や女性商業者等を対象に、商店街活性化やまちづくりの手法等を学ぶ他、地域の

課題を解決するマネジメント能力等を養成するためのセミナー 

   ・ 実施講座：①基礎講座、②スキルアップ講座、③マネジメント講座 

・ 実施回数：各全４回(うち視察１、実地研修１)  

   ・ 実施方法：まちづくり又は人材育成に実績を有する民間企業に委託 

   ・ 事 業 費：５，０００千円 

   ・ 受講者数：R1 １０名、R2 １３名、R3 ７名、R4 ２４名、R5 ２４名 

          ※R4 からは 2 講座を実施 

 

（２）トライアル活動・魅力発信支援（補助金） 

   若手・女性商業者グループが主体となり、新たに企画して実践する事業や、商店街団

体が外部機関と連携して地域の魅力を発信する事業を支援 

対象事業 事業主体 補助上限 対象経費 事業期間 

①若手又は女性商業者グルー

プが行う商店街の課題を踏 

まえた実践的事業 

商店街組織、

任意の若手

又は女性商

業者グルー

プ（３名以

上） 

３００千円 

(定額補助) 

謝金・旅費、委託費、

広告費、イベント

費、事務費（需用

費・役務費・使用

料・アルバイト賃

金）等 

１年 
②商店街組織がまちづくり会

社やＮＰＯ等と連携して行

う商店街の魅力発信事業 

   ※②については、仙台市中心部の商店街を除く 

   ・ 事 業 費：３，０００千円（３００千円×１０事業者） 

   ・ 実  績：R1 ８団体、R2 １０団体、R3 ６団体、R4 ８団体 

R5 交付決定１０団体 

 

（３）ネットワークミーティング 

   商店街活性化やまちづくりに関わる方のネットワーク構築に向けた交流会 

   ・ 実施回数：年１回 

   ・ 内  容：補助事業者による活動報告、意見交換 

   ・ 実施方法：県直営 

   ・ 事 業 費：１６０千円（会場使用料等） 

   ・ 参加者数：R1 ５５名、R2 ０名※感染拡大防止のため中止、R3 ４２名 

R4 ３５名、R5 ４９名 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

東南アジア県産品マーケティング等支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 

東南アジア宮城県産品マーケティング支援事

業 

（各課別歳出予算概要事業名） 東アジアとの経済交流促進事業費 

２ 当初予算額 ２３，７５４千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際ビジネス推進室 

（ＴＥＬ：211-2346） 

４ 目   的 

東日本大震災後、中国・韓国等での本県産食品への輸入規制が続く中、日本

食材の浸透度が高い香港を中心に、今後の伸びが期待される東南アジア地域に

ついて、新型コロナウイルス感染症の影響による現地の生活様式の変化に対応

した県内企業の販路開拓を支援する。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）宮城県産食品マーケットイン型ハンズオン支援事業 【事業費 21,028千円】 

  コロナ禍による世界的な家庭食の需要拡大や、新しい生活様式に対応した外食産業の

業態変更などによる現地のニーズを的確に捉え、ターゲット市場に対し、現地が求める

商品を現地が求めるスペック（量・価格・品質・規格）で継続的に輸出するための支援

をハンズオンにより行う。 

 

※ マーケットイン：支援商品の対象市場における適応化（現地環境や文化に合わせた商

品デザインや機能の変化、日本と同様の商品であっても当該商品が

価値を発揮できる場面やシーンの変化） 

※ ハンズオン：販路開拓を行う際に発生する業務や諸課題に対する一貫的かつ総合

的な支援 

 

（２）会計年度任用職員（行政／パート）【事業費 2,726千円】 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

県産食品海外ビジネスマッチング支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 

県産食品海外ビジネスマッチングサポート 

事業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎグローバルビジネス総合支援事業費 

２ 当初予算額 １６，５３２千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際ビジネス推進室 

（ＴＥＬ：211-2346） 

４ 目   的 

本県の農林水産物の輸出に取り組む事業者のスタートアップから海外ビジ

ネス展開の段階に応じて細やかな個別支援を実施するとともに、輸出に当たっ

て課題となる物流面などの課題解決に向けたバリューチェーンのモデル構築

により更なる輸出拡大を図る。 

５ 事 業 概 要  

 １ 県産食品海外ビジネスマッチングサポート事業 

（１）県産品販路開拓コーディネーター事業【事業費 8,863千円】 

・専門人材の配置が難しい中小企業に対し、貿易の実務や商習慣、仕向地ごとの規制

などの相談に対応 

 

（２）宮城県食品輸出促進協議会連携事業【事業費 3,669千円】 

・事業者の取組レベルや課題に応じたセミナー開催 

・海外バイヤー向けのプロモーションやマッチング支援 

 

（３）地域産品輸出促進助成事業【事業費 3,000千円】 

・事業者の海外展開支援（海外商談会等の参加、認証取得、サンプル輸送、パッケー

ジ改修等）（補助率 1/2以内、上限 300千円/者） 

 

（４）課題解決型輸出拡大バリューチェーンモデル構築事業【事業費 1,000千円】 

・輸出拡大が期待される国・地域において、県産農林水産物・食品の輸出を拡大する

上で、生産・加工、流通、販売の各段階のボトルネックとなっている構造的な課題

を解決し、新たな物流と商流の形成に繋げるためのモデル構築に向けた実証的取組

を支援（補助率 1/2以内、上限 1,000千円） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

欧米地域販路開拓費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
欧米地域販路開拓事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
海外交流基盤強化事業費 

２ 当初予算額 １１，３２９千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際ビジネス推進室 

（ＴＥＬ：211-2346） 

４ 目   的 

国の輸出戦略において、当県が輸出産地として選定を受けている日本酒

について、欧州をターゲットに現地食材とのペアリングの手法を用いなが

ら販路拡大を目指すもの。 

５ 事 業 概 要  

  

欧米地域販路開拓事業 【事業費 11,329千円】 

ワイン文化のある欧州において、現地に販路を持つ輸入業者と共に、日本酒を顧客

に提供するソムリエ等に日本酒の知識や楽しみ方の周知を図りながら、継続的な受注

を目指す。 

事業実施にあたっては、宮城県酒造組合が提唱する、日本酒の特徴的な香りと味の

濃淡・柔らかさを数値に基づき分類し、それぞれに合う現地の料理とのペアリングの

手法を用いて、和食以外の現地レストランに日本酒の販路を拡大する。 

 

  ① 市場調査・分析 

  ② オンラインセミナーの実施 

  ③ 現地テイスティング商談会の実施 

  ④ 現地ＥＣ販売サイトとの連携 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

輸出基幹品目販路開拓費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
輸出基幹品目販路開拓事業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎグローバルビジネス総合支援事業費 

２ 当初予算額 ３２，６１８千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際ビジネス推進室 

（ＴＥＬ：211-2346） 

４ 目   的 

東日本大震災の影響を受けたホヤ・カキの海外販路開拓について、現地飲食

店でのＰＲ等により、海外での新たな販路の拡大を図る。 

さらに、令和５年８月から福島第一原発事故に起因する処理水の海洋放出が

開始されたことにより、中国や韓国で継続する禁輸に加え、香港向けの水産物

に新たな禁輸措置が講じられたことに対応し、代替市場の開拓（新たな販路の

開拓）を図る。 

５ 事 業 概 要  

  

○ ホヤ・カキ海外販路開拓事業【事業費 22,618千円】 

  東日本大震災後の影響を受けたホヤ・カキの海外販路開拓について、メニューの提案

や現地飲食店でのプロモーション等により、海外需要の増加を図る 

  ① 海外におけるプロモーションの実施 

② 実効性のある輸出促進の取組（プロモーション後の継続的なアフターフォロー 

（訪問営業等）） 

 

○ 県産農林水産物海外販路開拓事業【事業費 10,000千円】 

令和５年８月から福島第一原発事故に起因する処理水の海洋放出が開始されたことに

より、中国や韓国で継続する禁輸に加え、香港向けの水産物に新たな禁輸措置が講じられ

ており、輸出に影響を与える環境変化に対応した代替市場の開拓（新たな販路の開拓）が

急務となっている 

① バリューチェーンモデルの構築 

② 現地プロモーションの実施 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

北米及び欧州における販路開拓・定着促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 

北米及び欧州における販路開拓・定着促進事

業 

（各課別歳出予算概要事業名） 海外交流基盤強化事業費 

２ 当初予算額 １０，５７９千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2276） 

４ 目   的 

安定流通を最終目的として、県産品が販売者に求められる状況を実現するた

め、有望地域において、現地需要に合致する県産品のプロモーションを実施す

る。 

５ 事 業 概 要  

  

米国有望地域における県産品プロモーション事業（10,579千円） 

 

 日本にとってアメリカは国別で 3番目・金額構成比 14.5％の輸出受入国であり、中国（国

別で 1番目・金額構成比 20.8％）に輸出できない宮城県にとって重要な市場。 

そこで、委託調査や過年度の売上状況等を踏まえた有望地域において、県産品のプロモ

ーション・商談・マッチング等を実施する。 

 

（1）実施概要 

・ 現地需要に合致する県産品の掘り起こし・商品提案 

・ 米国有望地域においてプロモーション等を実施 

・ 輸出規制対応等に関するフォロー 

 

（2）関係機関 

 ・ 県内生産者（水産加工品、農産加工品、米類、麺類、菓子類、飲料、調味料等） 

 ・ 商社、貿易会社、現地小売店等 

 

（参考）令和 5年度実施概要 

 ・ 県産品の販路開拓・流通拡大を図るため、令和 6年 1月 26日～2月 5日に Mitsuwa 

Marketplace（LA、TEX、NJ等）にて物産展を開催。29社・146品・$243,549のオーダ

ーを受けた（買取販売） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

ものづくりカレッジプロジェクト推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
ものづくりカレッジプロジェクト事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
地域産業振興事業費 

２ 当初予算額 １７，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部富県宮城推進室 

（ＴＥＬ：211-2792） 

４ 目   的 
ものづくり人材の確保等のため、ものづくりカレッジを設置し、県内ものづ

くり企業の特色や魅力を学生に伝える取組を行う。 

５ 事 業 概 要  

 １ 事業の目的 

  ものづくり産業を支える人材の確保や県内定着促進に向けて、ものづくりカレッジを設

置し、県内ものづくり企業の特色や魅力を工学系大学生に伝える取組などを実施するも

の。 

 

２ 背景・課題 

 ・大学卒業者の県内就職率は３６．５％（約３人に１人）に留まっている。 

 

→コロナ禍前は４２％前後で推移していた大学卒業者の県内就職率は、コロナの収束と

ともに３６％にまで低下していることから、大学人材の県内定着を進めていくための

産学官が一体となった新たな取組が必要。 

 

３ 事業の内容 

 （１）ものづくりカレッジ設置・運営 

  イ 産学官の連携を担う設立委員会等の設立準備・運営 

    ※設立委員会等の役割：学生と企業をマッチングさせる取組のコーディネート 

ロ 大学訪問・企業訪問等 

 （２）大学人材県内定着促進モデル事業 

   県内大学と産業界が連携した大学人材の県内定着に資するモデル事業を実施 

    １・２年生を対象とした、企業研究、企業説明会（Ｒ６） 

    主に３年生を対象とした、インターンシップ（Ｒ７～） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

Ｚ世代推し事（お仕事）はかどるプロジェクト推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
学生の県内就職促進プログラム事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
中小企業労働力確保対策費 

２ 当初予算額 ３１，３４８千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：211-2772） 

４ 目   的 

今後、就職を迎える 10代～20代前半の若者世代は、就職活動においてイ

ンターネットやインターンシップにより短期間で多くの企業情報を獲得し、

エントリー企業を絞り込む等「タイパ（タイムパフォーマンス）」を重視して

いる。 

上記を踏まえ、県内中小企業に対し、インターンシップの受入体制の整備

等の伴走支援を実施するほか、企業と若者とのマッチングイベントを開催

し、若者の県内就職・定着のさらなる促進を図るとともに、県内企業の採用

力向上を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）Ｚ世代採用定着支援 

①Ｚ世代採用・定着セミナー 

 若者の採用・定着に課題を抱える県内企業向けに、若者の価値観を踏まえた採用活

動や育成方法についてのセミナーを実施する。 

②インターンシップ受入ノウハウ支援 

 インターンシップ受入経験の少ない企業が魅力的な就業体験プログラムを作成でき

るよう支援するため、人材採用に関する専門的知見を有する者を派遣、「みやぎで就

活応援プロジェクト」の事業展開に合わせ通年の伴走支援を実施。 

 

（２）インターンシップマッチングイベント 

 県外大学在籍学生や県外出身の県内大学学生などに対して、本県で働く魅力と支援対

象企業におけるインターンシップの内容を発信するイベントを開催し、「みやぎで就活

応援プロジェクト」で実施するパッケージ型インターンシップへ繋げる。 

 

（３）企業と若者のマッチング 

先輩社員と学生等の座談会やワークショップを実施し、仕事や生活のリアルな意見交

換により、マッチングに繋げる。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

みやぎで就活応援プロジェクト推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
みやぎで就活応援プロジェクト事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
新規学卒者就職支援事業費 

２ 当初予算額 ２９，６７５千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：211-2772） 

４ 目   的 

今後、就職を迎える 10 代～20 代前半の若者世代は、就職活動においてイ

ンターネットやインターンシップにより短期間で多くの企業情報を獲得し、

エントリー企業を絞り込む等「タイパ（タイムパフォーマンス）」を重視して

いる。 

上記を踏まえ、県内及び首都圏等の大学等に在籍する学生を対象に、多く

の県内企業を一度に理解する機会を提供するパッケージ型インターンシッ

プの実施や県内企業が行うインターンシップを支援することで、若者の県内

就職・定着のさらなる促進を図るとともに、県内企業の採用力向上を図る。 

５ 事 業 概 要  

 （１）インターンシップの実施 

  ①就業体験プログラム（パッケージ型インターンシップ）の実施 

   「Z世代推し事（お仕事）はかどるプロジェクト」で実施する、専門家による支援

を受けた県内企業を中心とした就業体験プログラムを実施する。 

  ②パッケージ型インターンシップ参加期間中の移動費用・宿泊費補助 

   〇宿泊費 【補助率】10/10  【上限】10,000円/日 

   〇交通費 【補助率】10/10 

  ③支援対象企業の自走によるインターンシップ受入コーディネート 

   パッケージ型インターンシップ参加企業が独自で実施するインターンシップのマッ

チング推進のため、コーディネート支援を実施する。 

 

（２）合同企業説明会の開催 

令和 8年 3月新規大卒者等を対象とした、県内企業の合同企業説明会、求人情報の提 

 供及びキャリアカウンセラー等による職業相談を実施する。 

 

（３）県外学生向け旅費・宿泊費補助 

  宮城県内の企業へ就職を希望している学生等で、企業説明会や採用試験、インターン

シップ等のため、公共交通機関を利用した宮城県への移動費用及び宿泊費を一部補助す

るもの。 

  【補助率】1/2  【上限】4万円/年 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

みやぎ deインターンシップ促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
みやぎ deインターンシップ事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 産業人材育成推進事業費 

２ 当初予算額 １６，５４６千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業人材対策課 

（ＴＥＬ：211-2764） 

４ 目   的 

首都圏等に在住する学生や県内学生向けに、ものづくり企業でのインターン

シップを実施することで、県内就職や地元定着を促進することにより、ものづ

くり産業を担う人材を確保する。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 対象 

大学、大学院、高等専門学校、短期大学、専修学校、職業能力開発校等に在学する学生 

 

２ 事業内容（16,546千円） 

・県内ものづくり企業においてインターンシップを実施。 

 ※対象業種：製造業・情報通信産業・食品製造業 

・受入企業の開拓、学生に対する情報発信・参加者募集、マッチング及び実施までのサポ

ート、実施後のフィードバック、追跡調査、相談窓口対応等を業務委託により実施。 

 

【事業スキーム】 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

みやぎ学生・企業コミュ活促進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
みやぎ学生×企業コミュ活事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 産業人材育成推進事業費 

２ 当初予算額 ７，２８４千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業人材対策課 

（ＴＥＬ：211-2764） 

４ 目   的 

学生と県内企業との交流の場を設け、企業の認知度向上や魅力発信を行うこ

とにより、県内就職の促進を図る。また、県内企業は認知度向上や採用活動等

の課題を解決するため、本事業の参加を通じて、学生の就職活動の実情やニー

ズ等を把握する。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）みやぎ業界研究セミナー 

  対象：主に就職活動に入る前の大学生等 

内容：県内企業の若手社会人が、企業間の繋がりや業界を取り巻く環境、最近の動向、

企業ＰＲ及び宮城で働く魅力などを伝えるセミナーを実施し、県内就職の促進を

図る。 

    ・４回実施。 

・１回当たり参加企業は２～３社、学生１０名程度を想定。 

   

（２）学生と企業との交流事業 

対象：主に就職活動に入る前の大学生等 

内容：県内企業と学生が一堂に会し、相互理解を深めるイベントを開催し、県内企業の

認知度向上や宮城で働く魅力を発信し、県内就職の促進を図る。 

    ・２回実施。 

・１回当たり企業１５社（１社１～２名）、学生５０名程度を想定。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

ＵＩＪターン学生等就職支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
ＵＩＪターン学生等就職支援拠点運営事業 

（各課別歳出予算概要事業名） ふるさと宮城人材ネットワーク事業費 

２ 当初予算額 １９，６９４千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：211-2772） 

４ 目   的 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、少なくとも短期的には、東京一極集中

の課題を顕在化させ、地方回帰への機運を高めると考えられる中、首都圏に進

学した学生を始め、宮城県へのＵＩＪターンを希望する者に対し、就職支援に

向けた取組を行うもの。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）みやぎジョブカフェ東京サテライトの設置・運営 

  県外学生等向けの本県への UIJターン就職相談窓口「みやぎジョブカフェ東京サテラ

イト」を東京に設置（民間事業者へ委託）し、「みやぎ若年者就職支援センター（通称：

みやぎジョブカフェ）」の各施設の運営及びその関連業務を一体的に実施することによ

り、若者の県内定着、本県企業の人材確保を図るもの。 

 

（２）対象等 

  東京サテライトにおいては、主に首都圏をはじめとした県外大学に通う大学生等を対

象とし、キャリアカウンセリング、県内企業とのマッチング、大学訪問等をみやぎジョ

ブカフェと連携し行う。 

  

（３）業務内容 

就職相談 

職業紹介 

キャリアカウンセリング 

大学訪問 

交通費助成に関する事務 

各種イベントへの参加 

県外学生等保護者への周知 

 

（４）その他 

  地域振興課が設置している「みやぎ移住サポートセンター」と連携、役割分担を行い

ながら、効果的な事業展開を行う。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

ものづくり人材育成確保対策費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
ものづくり人材育成確保対策事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 産業人材育成推進事業費 

２ 当初予算額 ３６，１６３千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業人材対策課 

（ＴＥＬ：211-2764） 

４ 目   的 

ものづくり人材を確保するため、企業の認知度向上や人材育成、製造業を就

職先として希望する人材の拡大を図り、学生等の県内就職・就業や定着の促進

を図る。 

５ 事 業 概 要  

 １ ものづくり産業人材育成・認知度向上事業（６，８４１千円） 

(1)企業説明会等（２，２９２千円） 

・対象：高校生、企業等 

・内容：ものづくり企業説明会、キャリア教育事業等を実施 

(2)ものづくり企業見学会（４，０１０千円） 

・対象：高校・高技専の学生、教員・保護者 

・内容：県内ものづくり企業への理解促進や人材確保を目的とした見学会を実施 

(3)ものづくり体験教室等（５３９千円） 

〇夏休み親子工作教室 

・対象：小学校高学年児童、保護者 

・内容：トヨタ自動車東日本（株）との共催による、親子工作教室の実施 

   〇サイエンスプラス（ものづくり体験教室） 

・対象：小・中学生等 

・内容：東北職業能力開発大学校との共催による、ものづくり体験学習の機会提供 

 

２ ものづくり人材就職・職場定着支援事業（３，４１３千円）※ジョブカフェへ執行委任 

高校生等を対象としたキャリア教育セミナ－のほか、ジョブカフェ利用者を対象とした業

種・職種研究セミナー、ワーク×カフェ（企業との座談会）等の実施。 

 

３ ものづくり産業広報事業（１５，５１５千円） 

・対象：主に高校生（大学・小中学校等の教育機関、関連機関等にも配布） 

・内容：県内の優れた企業や若手技術者等を紹介する広報誌を１４，０００部／回発行。 

 

４ ものづくり人材育成コーディネート事業（１０，３９４千円） 

教育庁「みやぎクラフトマン２１事業」と連携し、コーディネーターを配置することによ

り、高校生の技術・技能向上のための取組支援や職業観の醸成、社会人基礎力の向上を図る。 

・対象：工業系高校、企業等 

・内容：資格取得支援、インターンシップ、大学や企業と連携した課題解決プログラム等 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

高等技術専門校再編整備費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
 

（各課別歳出予算概要事業名） 県立高等技術専門校施設整備費等 

２ 当初予算額 １，０１８，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業人材対策課 

（ＴＥＬ：211-2762） 

４ 目   的 

県立高等技術専門校再編整備基本計画に基づき、令和１０年４月の新設校開

校を目指して計画的に再編整備事業を実施し、富県躍進に向けたものづくり人

材の育成を図る。 

５ 事 業 概 要  

  

○「県立高等技術専門校再編整備基本計画」の推進 

県立高等技術専門校については、県立高等技術専門校再編整備基本計画に基づき、効

率的・効果的な校運営の観点から、将来を見据えて５校を１校に再編し、現在の仙台校

敷地に新築（一部改修）するとともに、業界のニーズを踏まえ訓練科の見直しや訓練内

容の充実を図る。 

令和６年度は、新設校の実施設計を前年度に引き続き実施し、建設予定地の土壌汚染

調査、仮設建物工事を行う。また、実習棟の新築工事や改修工事に着手する。 

 

 

令和６年度以降のスケジュール（予定）は以下のとおり。 

令和６年度   実施設計（令和５年度から継続実施） 

令和６～９年度 改修工事、新築工事、仮設建物工事、解体工事等 

令和１０年４月 供用開始 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

ものづくり企業奨学金返還支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
ものづくり企業奨学金返還支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 産業人材育成推進事業費 

２ 当初予算額 ３，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業人材対策課 

（ＴＥＬ：211-2764） 

４ 目   的 

人口減少や少子化の進展、高い早期離職率に加え、求職者の多くは事務系の

職種を希望するなど、県内ものづくり企業の人手不足は深刻であることから、

県内ものづくり企業に就職した従業員の奨学金返還を支援することにより、も

のづくり企業の人材確保を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

○ 従業員への奨学金返還支援を行っている県内ものづくり企業に対する助成制度の推進 

庁内関係部局や経済団体等と連携し助成制度を広報することで、参画企業の確保や対

象となる学生への周知を図るほか、企業・学生の登録申請の受付・審査等を実施。 

※令和８年度～：企業への助成開始（予定）。 

 

（１）助成対象 

県内ものづくり企業（中小企業に限る） 

（２）助成対象となる従業員 

大学、短期大学、大学院、高等専門学校及び専修学校専門課程の卒業者（以下「大

卒等」という）及び高校卒業者   

※既卒の場合は３年以内 

 （３）補助率 

 １/２ 

 （４）助成金額 

    大卒等：①２２５千円/年（１，３５０千円/６年） 

       ②１５０千円/年（  ９００千円/６年） 

③ ７５千円/年（  ４５０千円/６年） 

高校卒：  ４５千円/年（  ２７０千円/６年） 

※（ ）内は補助期間６年間の総額 

〈事業イメージ〉

県

奨学金貸与機関

②企業情報の登録

①支援事業PR 県内ものづくり企業

⑦就職

⑤採用活動

④認定企業の

情報発信

⑩≪就職から１年経過ごと≫

交付申請（⇒県から交付決定通知・助成金支払）

登録企業

③内定前に

氏名等を

登録

⑥登録学生の内定後、認定申請（⇒県から認定通知）

⑧登録学生の就職後、状況報告

⑨企業による代理返還

（日本学生支援機構へ）

※高等学校等育英奨学

資金の場合は従業員

へ手当等を給付
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主 要 事 業 概 要 

 

１ 事 業 名 

みやぎ地域活性化雇用創造推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 

みやぎ地域活性化雇用創造プロジェクト事

業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎ地域活性化雇用創造推進費 

２ 当初予算額 １４３，３００千円 
３ 担当

課 

経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：211-2772） 

４ 目   的 

現在、相談や業界研究セミナーなどの求職者支援に特化して展開している、 

みやぎシゴトサポートセンター（県内４箇所）を、リスキリングなどによる求

職者支援・マッチング支援、人材活用や生産性向上に関する企業支援を一体的

に行う拠点として改組・強化し、各圏域の課題解決を図る。 

５ 事 業 概 要  

   

〇みやぎ地域活性化雇用創造プロジェクト 143,300千円 

リスキリングなどによる求職者支援・マッチング支援、人材活用や生産性向上に関する企

業支援を一体的に行う、就職支援拠点として、「みやぎシゴトサポートセンター」を県内４箇

所に設置し、各圏域の就労や採用に関する課題解決を図る。 

 

（１）求職者支援  

 ・掘り起こし：市町村主催の各種イベントやショッピングセンターでの出張相談会を行う。 

 ・キャリアコンサルティング：キャリアコンサルタントによる業務経験の棚卸しや等、求

職者一人一人に寄り添った支援を行う。 

 ・リスキリング教室：基本的なデジタルスキルや地域特性に合うスキルの取得に向けた講 

習会や研修等を実施する。 

（２）企業支援   

 ・企業採用コンシェルジュ：管内の企業に訪問し、センター支援対象者のニーズに基づく 

助言を行う。 

 ・人材活用セミナー：女性・高齢者採用に関する勉強会やセミナーを開催。 

 ・雇用ポートフォリオ：勉強会やセミナー、中小企業診断士や経営コンサルタントの派遣 

による個別支援を通じて、企業の業務効率化を図ると同時に、業務の切り出しを行い、 

人手が不足している業務に対し、求職者を紹介する。 

（３）マッチング支援 

 ・企業紹介セミナー：支援企業について、「雇用ポートフォリオ」による支援により切り出

された業務と求職者求職者をマッチングさせる。 

 ・合同企業説明会：地元企業や支援企業を集め、合同企業説明会を開催。 

（４）事務局運営 

 ・協議会の運営等 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

副業・兼業人材活用支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
副・兼みやぎマッチング促進プロジェクト 

（各課別歳出予算概要事業名） プロフェッショナル人材事業費 

２ 当初予算額 ４０，１００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：211-2772） 

４ 目   的 

企業の継続的な発展のためには経営課題を解決できる人材確保が重要であ

るが、県内企業では人材不足が顕著である。一方、多様な働き方の進展に伴い、

首都圏等で副業等人材が増えてきていることから、県内企業と副業・兼業人材

を結び付けるマッチングサイトを運用するとともに、県のマッチングサイトを

利用して県外に居住する副業・兼業人材を受け入れた企業に対し助成金を支給

することで、県内企業の経営基盤の強化を図るほか、首都圏等の人材と本県と

の接点を契機に「移住・定住」や「デュアルライフ（二拠点生活）」の推進を

図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

(１)普及啓発  

① 県内企業向けセミナー等による機運醸成 

・県内企業に対する副業・兼業人材活用のメリットや活用に当たっての留意事項等 

の周知。  

② 首都圏等の副業・兼業人材への発信 

・県内外の副業・兼業人材へＳＮＳ等の活用により県の取組や地域の魅力を広報。 

 

(２)マッチングサイトの運用 

   ・求人掲載、求職申込、カテゴリー検索可能なマッチングサイトの運用。 

・企業の魅力ある募集内容の作成支援や面談代行・契約手続き等のサポート。 

 

(３)副業・兼業人材活用助成金 

   県のマッチングサイトを利用して県外に居住する副業・兼業人材の雇用・業務委託等

を行った県内中小企業に対し、その経費の一部を助成する。    

対象経費 補助率 上限額 

交通費及び宿泊費 １/２以内 １０万円 
 

 

65



主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

外国人材マッチング支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
外国人材マッチング支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎグローバルビジネス総合支援事業費 

２ 当初予算額 ２１，６０２千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2972） 

４ 目   的 

県内企業等における外国人材の受入について、相談から定着まで企業等と外

国人材の双方に対して支援し、県内企業等における外国人材の採用・活用を図

るもの。 

５ 事 業 概 要  

 １ 事業内容 

 県内企業等の外国人材の受入促進に向けた総合的なマッチング支援を継続するととも

に、外国人材活用のすそ野を拡げるため、各種取組を行うもの。 

 

 主な取組 

  〇企業等と外国人材のマッチング 

   「企業バンク」と「人材バンク」を構築し、マッチングを行う。 

○企業相談窓口 

企業向け相談窓口を設置し、外国人雇用に関する電話相談、来所相談、訪問相談等 

○各種セミナーの実施 

企業向け・外国人向けのセミナー及び種々の団体の要望に応じた出張セミナー 

○合同企業説明会（県内対面・オンライン） 

 国内外の外国人を対象とした合同企業説明会（対面・オンライン） 

○企業訪問ツアー 

 県内での就職を希望する外国人が県内企業を視察するツアー 

○企業と留学生の交流会 

県内での就職を希望する外国人と外国人採用を検討している県内企業の交流会 

○モデル企業の選定による集中的な広報活動 

外国人材活用に意欲的・先進的に取り組むモデル企業を選定し、特設ＨＰ等により集 

中的に広報することで、県内企業の意識醸成を図る。 

○インターンシップ支援の実施 

外国人を対象にしたインターンシップの実施と、受入先となる県内企業及びインター 

ンシップに参加する外国人の双方へサポートを実施する。 

 

２ 対 象 

企 業：外国人の採用に関心のある県内企業等。 

外国人：県内企業への就職を希望する国内外の外国人。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

外国人材高度化転換支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
外国人材高度化転換支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎグローバルビジネス総合支援事業費 

２ 当初予算額 ９，０４２千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2972） 

４ 目   的 

高度な技術を有し、かつ引き続き宮城県に在留を希望する技能実習生を対象

に、県内企業への就労を前提とした特定技能への転換を支援することで、技能

実習生の継続就労へのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを向上させるとともに、各企業の戦略に沿った

外国人材への高度な役割と活躍の場の提供を可能とし、人手不足の解消と人材

流出対策につなげるもの。 

５ 事 業 概 要  

  

【事業概要】 

人手不足の解消と外国人材の定着を図るため、技能実習生の県内企業における在留資格「特

定技能」への転換を後押しする支援策を実施するもの。 

 

（１）技能実習生・特定技能外国人の継続就労へのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ向上に資する環境整備等補助 

※補助率１/２、上限５０万円 

※技能実習生が自社内で特定技能に転換するものに限定する 

①在留資格申請サポート 

②登録支援機関への委託料補助 

③日本語学習等補助 

 

（２）外国人材転換・定着支援 

 交流イベントの開催や在留資格変更申請書作成のサポート、対象事業者の掘り起こし及 

び補助事業の周知・申請補助を委託するもの。 

 

（３）日本語講座の開催 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

子育てと仕事の両立のための多様な働き方支援事業費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 

子育てと仕事の両立のための多様な働き方支

援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 働き方改革促進事業費 

２ 当初予算額 ３６，４１０千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：211-2771） 

４ 目   的 

本県においては、女性労働者の約４割が非正規雇用であり、正規雇用と比べ

て低賃金、不安定な雇用となっている。また、出産・子育て期の年代において、

女性の就業率・正規雇用率が低下するいわゆる「M字カーブ」「L字カーブ」に

ついて、全国的に指摘されているところである。 

出産・子育てをきっかけに離職した女性が就職活動を行う上では、キャリア

の中断、子育てと仕事の両立等への不安があると考えられることから、専用の

相談窓口を設置することで、再就職等を支援するもの。 

５ 事 業 概 要  

 「みやぎ女性のキャリア・リスタート支援センター」の運営 

（１）相談窓口の設置【令和６年度拡充】 

対象：子育て等を機に離職した、就職を希望する女性 

 費用：無料 

 事業内容：キャリアコンサルタントによる個別カウンセリング 

      就職応援セミナー、マッチングイベントの開催 

      Webカウンセリング専用窓口を設置し、利用枠の増強と遠方からの利用促進

を図る。 

 

（２）デジタル・ITスキルのリスキリング支援【令和６年度新規】 

 ・ デジタル ITのリスキリングを図るセミナーの実施 

 

（３）市町村等連携事業【令和６年度拡充】 

 ・ 市町村の子育て支援部局等と連携した出張相談会、各種子育てイベントでのミニ相

談会を開催する。（年間 15市町村程度を想定） 

 

（４）企業向け支援事業【令和６年度新規】 

  ・ 企業向けセミナーの開催 

     開催テーマ想定：育児・介護・不妊治療等と仕事との両立支援、 

             育児・介護休業法の改正動向を受けた企業の対応 

 ・ 企業向けコンサルティングの実施 

    子育て等と仕事との両立に取り組む企業の認証制度である「くるみん」、不妊治療

との両立に係る「くるみんプラス」の取得意向を持つ企業への専門家派遣 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

デジタルエンジニアリング高度化支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
デジタルエンジニアリング高度化支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） デジタルエンジニアリング高度化支援費 

２ 当初予算額 ２８，８１７千円 ３ 担当課 
経済商工観光部新産業振興課 

（ＴＥＬ：211-2722） 

４ 目   的 

県内ものづくり企業が、自動車や航空機、医療等の分野で新規参入や新産業

創出等を果たし、今後、幅広く活躍することができるよう、デジタルエンジニ

アの育成等を支援する。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 事業概要 

  産業技術総合センターにおいて、産学官が連携して、デジタルエンジニアリング研究会

を開催し、デジタルエンジニアリング技術の情報共有等を図るとともに、高度三次元設計

技術（三次元ＣＡＤ）研修等を実施し、クリエイティブなデジタルエンジニアの育成を支

援する。 

 

（１）デジタルエンジニアリング研究会事業     

産学官の連携により、技術研究会やセミナーを実施し、海外の情報収集や３Ｄプリ 

   ンター関連技術の習得をめざす。 

 

（２）デジタルエンジニア育成事業   

   ３次元ＣＡＤや３Ｄプリンターの活用に係る研修を実施し、クリエイティブなデジ

タルエンジニアの育成等を図る。 

   

（３）デジタルエンジニアリング課題解決事業 

   産業技術総合センターにデジタルエンジニアリング支援コーディネーターを配置 

し、県内企業における個別課題の解決や試作品の開発支援等を行う。 

 

 （４）デジタルエンジニアリング実用化促進事業 

 デジタルエンジニアリング研究会で培った産学官ネットワーク、技術を活かし、企 

業における技術的実践や製品化の支援を行う。 

 

 

※「デジタルエンジニアリング」とは 

工業製品の企画開発や設計等のものづくり工程において、製品に関する３次元ＣＡＤ等の

デジタルデータをコンピュータ上で活用し、工程全体を効率化していくための工業技術（エ

ンジニアリング）のこと。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

産業人材育成プラットフォーム推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
産業人材育成プラットフォーム推進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 産業人材育成推進事業費 

２ 当初予算額 １，２８１千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業人材対策課 

（ＴＥＬ：211-2764） 

４ 目   的 

「みやぎ産業人材育成プラットフォーム」を活用し、地域産業の人材ニーズ

に応じた人材育成施策の検討や多様な人材育成の取組を推進する。 

また、「圏域版プラットフォーム」の取組により、地域における産業人材育

成の推進を支援する。 

５ 事 業 概 要  

  

１ みやぎ産業人材育成プラットフォームの運営（４２千円） 

・事業主体：県（事務局） 

・参画機関：産学官の人材育成機関２２機関 

（県、仙台市、東北経済連合会、東北大学等） 

・事業内容：地域の中核的な産業人材等を育成するため、産学官の人材育成機関によ 

る協議・調整の場として、多様な人材育成に向けた取組を支援。 

 

２ 圏域版産業人材育成プラットフォームの運営（１，０２９千円） 

・事業主体：各地方振興事務所（事務局） 

・参画機関：産学官の人材育成関連機関 

      （教育事務所、高等技術専門校、管内高等学校、ハローワーク等） 

・事業内容：高等技術専門校、高等学校等の地域資源を活用し、各圏域の実情に応じ 

た取組として、企業見学会やセミナー等を開催。 

 

３ 産業人材育成フォーラムの開催（２１０千円） 

・事業主体：県 

・事業内容：地域が一体となった人材育成気運の醸成を図るフォーラム等を開催。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

離職者等再就職訓練費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
 

（各課別歳出予算概要事業名） 特別離職者等対策費 

２ 当初予算額 ４７４，６８１千円 ３ 担当課 
経済商工観光部産業人材対策課 

（ＴＥＬ：211-2762） 

４ 目   的 
離職者等に対し再就職に必要な知識や技能の習得を支援するため、民間教育訓

練機関等に職業訓練を委託して実施するもの。 

５ 事 業 概 要  

 （１）事業内容 

公共職業安定所（ハローワーク）に求職登録を行い、受講あっせんを受けた離転職者を対

象として、再就職に必要な技能・知識を習得し、就職できることを目的に、各高等技術専門

校から民間教育訓練機関等に委託して実施する。 

 

（２）訓練実施機関 各高等技術専門校（白石、仙台、大崎、石巻、気仙沼） 

 

（３）令和６年度訓練計画（当初） 

①令和６年度開講分 83コース、定員 1,459人（令和 5年度 81コース 1,398人） 

②令和５年度継続分 38コース、定員   636人（令和 4年度 39コース  658人） 

 

（４）令和６年度の訓練計画 

訓練規模数ついては、宮城労働局等関係機関との調整を踏まえ、令和５年度と比較して訓

練数を増やすとともに、デジタル人材育成に関する訓練を増設する。 

 

（５）令和６年度開講コースの内訳                 ※（ ）はＲ５年度当初計画 

コース区分【訓練期間】 コース数 定 員 概要 

知識等習得コース【3～6か月】 71 (70) 1,293(1,247)  

内

訳 

パソコンスキル系訓練 29 (28) 578  (555)  

デジタル系訓練★ 8  (7) 120  (105)  

その他訓練（経理、医療、介護等） 34 (35) 595  (587)  

委託訓練活用型ＤＳコース【4か月】 1  (1) 20   (20)  

育児等両立(PC 時短)コース【3か月】 5  (6) 75   (90)  

ｅラーニングコース   【5～6か月】 3  (1) 45   (15)  

内

訳 

パソコンスキル系訓練 1  (0) 15    (0)  

デジタル系訓練★ 2  (1) 30   (15)  

長期高度人材育成コース【2か年】 3  (3) 26   (26)  

内

訳 

介護福祉士 1  (1) 6    (6)  

保育士 1  (1) 17   (17)  

ＩＴ技術者★ 1  (1) 3    (3)  

計 83 (81) 1,459(1,398)  

【再掲：デジタル系訓練★】 

コース区分【訓練期間】 コース数 定 員 概要 

知識等習得コース  【3～6か月】 8  (7) 120 (105)  

ｅラーニングコース  【6か月】 2  (1) 30  (15)  

長期高度人材育成コース【2か年】 1  (1) 3   (3)  

計 11 (9) 153 (123)  
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

中小企業等共同化チャレンジ支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
中小企業等共同化チャレンジ事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 中小企業等共同化チャレンジ支援費 

２ 当初予算額 ４，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部中小企業支援室 

（ＴＥＬ：211-2745） 

４ 目   的 

人口急減地域を主なターゲットに、中小企業等の人材不足に対応するため、

デジタル技術の活用等による共同化の取組を推進するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

 今後の人口減少により、人口急減地域においては企業の人材確保は一層厳しくなるこ

とが予想され、中小企業等の事業継続を図るためには、デジタル技術の活用等による複

数の企業が連携した共同化の取組により、経営効率化を図ることが重要であることから、

複数の中小企業が共同で行う中小企業の経営効率化にチャレンジする実証的取組を支援

するもの。 

 

【取組例】 

①バックオフィス共同化の取組 

②商品の共同開発や製造の取組 

③共同販売・サービスの取組   等 

 

 （１）対象者 

   複数の企業の共同によって経営効率化にチャレンジする中小企業等 

 

（２）補助内容 

補助金額 ２，０００千円（上限） 補助率２／３以内 

 

（３）対象経費 

共同化事業に係るコンサルタント経費、人件費、試作品費、マーケティング費、資材費等 

 

 （４）補助件数 

３者を想定 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

県中小企業支援センター運営費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
県中小企業支援センター事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 県中小企業支援センター運営費 

２ 当初予算額 １９７，７１３千円 ３ 担当課 
経済商工観光部中小企業支援室 

（ＴＥＬ：211-2745） 

４ 目   的 

本県における中核的な産業支援機関である（公財）みやぎ産業振興機構が実

施する中小企業等への支援事業に要する経費を補助し、本県産業の振興に資す

るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

中小企業支援法に基づく県中小企業支援センター等に位置づけられる（公財）みやぎ産業

振興機構に対し、県内中小企業の創業、経営革新、経営基盤強化、販路開拓、人材育成等、

総合的な支援を実施するための体制づくり、及び機能強化のための補助金を交付する。 

 

【主な支援内容】 

（１） 中小企業支援センター体制整備 

・ 事業管理統括者、コーディネーター、アドバイザーらによる中小企業への支援 

・ 窓口相談、専門家派遣等の実施 

・ 支援機関担当者育成 等 

（２） 受発注動向調査、情報提供 

・ 県内外企業の動向調査 

・ 下請取引活性化のための情報提供 等 

（３） 産学連携推進事業 

・ 県内の学術研究機関と連携した新製品開発等を目指す中小企業への支援 

・ 提案公募型技術開発事業に取り組む中小企業への支援 等 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

創業加速化支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
スタートアップ加速化支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 創業加速化支援費 

２ 当初予算額 ６８，０７３千円 ３ 担当課 
経済商工観光部中小企業支援室 

（ＴＥＬ：211-2745） 

４ 目   的 

創業及び第二創業の促進を通じて、雇用の創出や地域産業の再生を実現させ

地域経済の活性化を図るとともに、先進的なデジタル技術等の構築のほか、こ

の技術を活用して地域課題の解決につながる事業に新たに取り組む創業者に

対して支援を行い、富県宮城の実現に寄与するもの。 

５ 事 業 概 要  

 県内に事業所を置いて創業又は第二創業する者に対し、スタートアップ資金を補助し、

商工会・商工会議所や専門家等が連携したハンズオン支援を実施することで、事業計画達

成までを支援する。 

（１）対象者 

  県内に事業所を置いて創業又は第二創業しようとする者（創業１年以内の者を含む） 

（２）補助内容 

  イ 一般枠：補助額＝年 100万円(上限額)×2か年度(限度) 

補助率＝1/2以内 

  ロ デジタル活用・DX推進枠：補助額＝年 250万円(上限額)×2か年度(限度) 

補助率＝2/3以内 

  （※補助対象経費は、賃料、従業員の人件費、商品開発費、営業活動費など事業に要す

る経費） 

（３）支援件数 

  イ 一般枠：１６者 

  ロ デジタル活用・DX推進枠： ５者 

  ハ 継続支援：２０者（令和５年度に採択した事業者） 

（４）選定方法 

 （公財）みやぎ産業振興機構を実施機関として、地元金融機関、学識経験者等により設置

する選定委員会によりビジネスプランの審査を行い、採択者を決定する。 

（５）予算 

  次の経費について、事業実施機関に対する補助を行う。 

 ＜補助経費＞ 

  ５４，５００千円 

 ＜ビジネスプラン審査実施事務経費＞ 

  １３，５７３千円 

 ※ 事務職員人件費、委員謝金・旅費、会場費、雑費等 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

ＵＩＪターン起業者支援費（移住・起業・就業支援費） 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
みやぎＵＩＪターン起業支援事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 地域創業推進事業費 

２ 当初予算額 １６，０６４千円 ３ 担当課 
経済商工観光部中小企業支援室 

（ＴＥＬ：211-2745） 

４ 目   的 

県内において、東京圏からのＵＩＪターンにより創業する者に対し支援し、

地域における課題解決のための新たな事業展開を促進し、雇用の創出を図ると

ともに、生産年齢人口の減少等による地域活力の低下に歯止めをかけ、地域産

業の活性化を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

東京圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）からＵＩＪターンにより創業又は第二創

業する者に対し、スタートアップ資金を補助するとともに、支援機関による伴走型支援を

実施し、経営安定まで支援を行う。 

 

【起業支援金】（予算１０，０００千円） 

（１）対象者 

  東京圏からＵＩＪターンにより創業又は第二創業しようとする者 

（２）補助対象事業 

  地域の課題解決に資する社会的事業（「社会性」「事業性」「必要性」「デジタル技術の活

用」の観点） 

（３）補助内容 

  補助金額：２，０００千円（上限） 補助率：１／２ 

（４）支援件数 

  ５者 

（５）補助対象経費 

  賃料、従業員の人件費、商品開発費、営業活動費など 

 

【支援機関事務費】（予算６，０６４千円） 

（１）支援機関 

  (株)MAKOTO WILL 

（２）支援内容 

  創業情報発信事業、起業支援金交付事業、伴走型支援事業 等 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

事業承継支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
事業承継支援体制強化事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 事業承継支援費 

２ 当初予算額 １６，７００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部中小企業支援室 

（ＴＥＬ：211-2742） 

４ 目   的 

宮城県事業承継ネットワークの取組を継続・強化するとともに，ネットワ

ーク内の支援機関と連携して，県内の中小企業・小規模事業者が円滑に事業

承継を行えるよう支援する。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）事業承継専門員の配置（２名） 

   ネットワーク事務局に事業承継専門員を２名配置し、支援機関及び事業者を巡回

訪問の上、事業承継支援ニーズ等の掘り起こしを行う。 

 

（２）ネットワークの運営 

   事業承継支援のあり方を検討・実現するための事業戦略会議の開催のほか、ネッ

トワーク参画機関での全体会議及び圏域単位での連絡会議等を開催し、ネットワー

クの連携・支援体制の強化を図る。 

   

（３）ポータルサイト運営 

   事業承継支援に係る情報発信の強化・支援情報の共有化（ポータルサイトの機能・

内容の充実化、成功事例の共有化など）を図る。 

 

【実施主体：（公財）みやぎ産業振興機構（補助率１０／１０）】 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

プロフェッショナル人材戦略拠点運営事業費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
プロフェッショナル人材戦略拠点運営事業 

（各課別歳出予算概要事業名） プロフェッショナル人材事業費 

２ 当初予算額 ５１，１４０千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：211-2771） 

４ 目   的 

地域と企業の成長戦略を実現するために、地域企業にプロフェッショナル

人材戦略マネージャーを派遣して、経営者に新事業や新販路開拓、デジタル

化など「攻めの経営」への転換を促すとともに、必要なプロフェッショナル

人材を明確化し、民間人材ビジネス事業者を活用することにより、人材の本

県へのＵＩＪターンを促進するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 国庫補助事業 37,940千円（補助率 1/2） 

（１）プロフェッショナル人材戦略拠点の運営 

（２）プロフェッショナル人材戦略マネージャーの配置 

イ 地域の中小企業が持つ潜在成長力への目覚めを喚起し、「攻めの経営」への転換を

促進 

ロ 必要なプロフェッショナル人材ニーズを具体化、プロ人材活用への決断促進 

（３）民間人材ビジネス事業者との連携（拠点では直接マッチングは実施しない） 

（４）地域版プロフェッショナル人材戦略協議会、セミナーの開催 等 

 

２ 国庫補助事業 13,200千円（補助率 10/10 補助上限額 12,600千円） 

 （１）プロフェッショナル人材戦略サブマネージャーの配置 

  イ 地域金融機関との連携 

  ロ 多様な働き方に対する意識醸成等を図り、副業・兼業を含めた地域企業への多様な

人材活用の推進 

 

３ 実施方法 

  委託により実施（一般社団法人みやぎ工業会への委託を想定） 

 

※戦略マネージャーの具体像 

実績のある地域中核企業の経営者等（役員クラス以上）を歴任し、企業経営、新たな事業展

開プロジェクトの企画・推進を通じて、地域企業・産業の成長を促した実績のある者で、自

らの実績・経験を裏付けに、地域企業の経営者に対して「説得的」な説明・交渉を行い、プ

ロ人材還流のための様々な関係者等とのコミュニケーションを積極的にリードできる人物。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

小規模事業者伴走型支援体制強化費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
小規模事業者伴走型支援体制強化事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 小規模事業経営支援事業費補助 

２ 当初予算額 １６，１１４千円 ３ 担当課 
経済商工観光部中小企業支援室 

（ＴＥＬ：211-2742） 

４ 目   的 

小規模事業者の経営計画作成から計画に基づく取組までの指導を行う商

工会・商工会議所の伴走型支援体制を強化し、小規模事業者の持続的経営の

発展や経営革新の促進、販路開拓の活路創出を図る。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）補助対象者 

小規模事業者支援を行う商工会・商工会議所 

 

（２）補助対象事業 

  ①計画作成等支援 

    持続的経営や経営革新を目指す小規模事業者を対象として、専門家を招き、経営

計画等作成セミナーを実施するとともに、中小企業診断士等の専門家派遣による計

画の作成等の個別指導を実施する。 

【目標支援数：セミナー ４０回、個別指導２６０回】 

     補助率：１０／１０ 

     補助額：専門家派遣 謝金２９，７００円及び旅費実費（１回当たり） 

 

  ②販路開拓支援等 

商工会・商工会議所を通して、小規模事業者に対し商談会等への参加に係る出展

費用を補助するとともに、販路開拓に必要な助言・指導を行う専門家を派遣する。 

    【目標支援数：５０回】 

 補助率：専門家派遣  ２／３ 

出展料等補助 １／２ 

     補助額：専門家派遣 謝金２９，７００円及び旅費実費（１回当たり） 

出展料補助 上限２００千円（１事業者当たり） 

 

（３）補助対象経費 

専門家派遣に係る謝金及び旅費習並びに商談会等への出展料・旅費等 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

若年者就職支援ワンストップセンター運営費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 

若年者就職支援ワンストップセンター設置

事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 

若年者就職支援ワンストップセンター設置

費 

２ 当初予算額 ６１，３４６千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：264-4510） 

４ 目   的 

若者求職者を安定的な雇用に結び付けるため、キャリアコンサルティング

から職業紹介までをワンストップで行う「みやぎジョブカフェ」を設置・運

営するもの。また、企業における人材確保のため、採用の助言等を行う企業

採用コンシェルジュを配置し、企業を支援するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 若年者就職支援ワンストップセンターの設置・運営 

 (1) 設置場所：仙台マークワン（パルコ入居ビル）12階 

（新卒応援ハローワークと併設） 

 (2) 名  称：みやぎ若年者就職支援センター（通称：みやぎジョブカフェ） 

 (3) 運営方法：民間に業務運営を委託（１年更新） 

        ※ 県委託事業に国の委託事業を加え、一体的に運営。 

２ 業務内容 

  若年者（15歳から概ね 50歳）に対し、無料で次の就職支援を実施する。 

 (1) 県委託事業 

① キャリアコンサルティング 

    就職（転職を含む）に関する悩みや不安、就職活動の進め方への個別相談のほ

か、在職中または就職（転職）後の各種悩み相談にも対応。また、相談を通じて

適切な各種就職支援セミナー受講へ誘導。 

② 就職支援セミナーの実施 

    自己分析、応募書類、面接対策等のセミナーを実施 

  ③ 企業採用コンシェルジュの配置 

    企業に対し採用戦略やその立案に関する助言を行うほか、企業が抱える課題解

決に向け、専門的支援機関につなげる役割を担う企業採用コンシェルジュを配

置。 

(2) 国委託事業 

  ① 合同企業説明会の開催 

② 各種就職支援セミナーや職場定着支援、職場体験や職場見学 等 

(3) その他   

併設の新卒応援ハローワークによる職業紹介の実施 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

障害者雇用推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
障害者雇用推進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 障害者雇用促進支援費 

２ 当初予算額 ３３，８５８千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：211-2772） 

４ 目   的 

本県における障害者の雇用情勢は、県内民間企業の障害者雇用率が令和 5年

6 月 1 日現在で 2.29％と、法定雇用率を下回る状況にあり、全国順位も 40 位

と低位にとどまっていることから、障害者雇用率のさらなる向上に向けて、企

業に対する障害者の雇用支援を行うもの。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）企業訪問による普及啓発及び業務選定支援 

   法定雇用率未達成企業を中心に訪問し、障害者雇用の普及啓発や情報提供に加え、

専門家を派遣し、障害者が担う業務選定（業務切出し、業務創出等）や環境整備を支

援し、雇用及び定着を後押しする。 

 

（２）企業向けセミナー 

      県内企業に対して、身体障害や精神障害等、障害の特性に合わせた雇用管理や職場

定着手法に加え、支援事例・雇用事例を紹介するセミナーを開催する。また、企業へ

講師を派遣し、企業の社員における障害者雇用の理解を促進する出前セミナーを開催

する。 

 

（３）学校見学会・障害者雇用優良企業見学会 

    企業の人事担当者等を対象として、障害者雇用に関する理解を深めるため、特別支

援学校等の見学会を開催する。また、障害者雇用に積極的に取り組んでいる企業や、

障害者のテレワーク・在宅就労等、先進的な取組を実施している企業の優良事例を学

ぶため、企業見学会を開催する。 

 

 （４）企業説明会・面接会 

    一般求職者を対象とした企業説明会・面接会を開催する。 

 

 （５）障害者雇用推進ネットワークの構築・活動支援 

    官民の関係者が一体となり企業の法定雇用率の達成と障害者の安定した就業を目指

すため、市町村単位及び県内全域のネットワークを構築し、活動の支援を行う。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

みやぎの若者の職業的自立支援対策費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 

みやぎの若者の職業的自立支援対策事業（ニ

ート対策事業） 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
若者の職業的自立支援対策事業費 

２ 当初予算額 ２，０２２千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：264-4510） 

４ 目   的 

いわゆるニートなど若年無業者の職業的自立を支援するため、国と連携し

地域若者サポートステーションに対し、サポートステーションが実施する支

援メニューの一部を委託するとともに、関係機関で構成する「宮城県若者自

立支援ネットワーク」により、地域若者サポートステーションと各相談機関

等の連携の円滑化を図るもの。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 若者サポートステーション支援事業費委託 

 国が県内３か所（仙台、石巻、大崎）に設置した若者サポートステーションが実施す

る支援メニューのうち、次の事項を県から委託している。 

・ 臨床心理士によるカウンセリング（メンタルヘルス相談） 

・ 職業ふれあい事業（職業講話、就活セミナー、ビジネスマナーセミナー等） 

・ ジョブトレーニング（職場見学、職場体験、ボランティア活動） 

 

２ 「宮城県若者自立支援ネットワーク会議」の開催 

地域若者サポートステーションの活動を円滑に進めるため、関係機関によるネットワ

ーク会議を開催する。 

(1) 参集機関：若者サポートステーション、商工関係団体、国、市町村、県関係機関

等の２２機関 

(2) 開催回数：年１回のほか研修会等を予定 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

就職氷河期世代支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推

進事業名） 
就職氷河期世代支援事業 

（各課別歳出予算概要事業

名） 
若者の職業的自立支援対策事業費 

２ 当初予算額 ４３，２４０千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：264-4510） 

４ 目   的 

雇用環境が厳しい時期に就職活動を行ったいわゆる就職氷河期世代には、

現在も不本意な非正規雇用、長期無業など、様々な課題に直面している方が

おり、これらの方々への対応は重要な課題である。このため国の「地域就職

氷河期世代支援加速化交付金」を活用し、宮城労働局など関係機関と連携し

ながら就職氷河期世代の方の就労・自立を支援するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

１ 就職氷河期世代への就労支援の実施 

（１）県の就職支援施設（みやぎジョブカフェ、みやぎシゴトサポートセンター）にお

ける相談窓口の平日夜間・休日への拡充を行う。 

（２）就職氷河期世代の採用に積極的な企業を集めた就職説明会を開催する。 

 

２ 就職氷河期「働く一歩」応援制度 

（１）主に「長期間無業であった方」や「社会参加に向けた支援が必要な方」を対象

に、事前トレーニングとフォローアップをセットとした有償の就業体験を実施す

る。 

（２）就労に向けた様々な課題等に対して、専門家が相談対応を行う「ワンストップ相

談会」を実施する。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

多文化共生推進費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
多文化共生推進事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 多文化共生推進事業費 

２ 当初予算額 １７，０９６千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：２１１－２９７２） 

４ 目   的 
今後一層の増加が見込まれる外国人に対し、地域における更なる受入環境の

整備を図り、多文化共生社会の形成を推進するもの。 

５ 事 業 概 要  

 （１）基本理念の啓発・普及 

広く県民に対し多文化共生理念の普及・啓発を図るため、多文化共生理念や外国人と

のコミュニケーションに有用とされるやさしい日本語に関する研修を開催するほか、理

念啓発動画等を作成し公開する。 

 

（２）多文化共生社会推進審議会の開催 

   条例に基づく多文化共生社会推進審議会（委員１０名）を２回開催し、前年度に講じ

た施策について調査審議を行い、令和５年度に策定した多文化共生社会推進計画の実現

に向けた取組を展開することを目指す。   

 

（３）みやぎ外国人相談センターの設置 

外国人県民やその家族の日常生活上の悩み解消を図るため、多言語による相談窓口の

設置・運営を行う。  

 

（４）災害時通訳ボランティア整備事業 

災害で外国人県民が被災した際に、母語でコミュニケーションがとれる通訳ボランテ

ィアを派遣し、外国人県民等の安全と安心を守る。 

 

（５）半導体関連企業立地に係る支援 

台湾語による生活上の相談体制の整備等を通じて、企業立地に伴い来日する従業員の

生活環境整備、生活支援を行う。 

  

（６）その他 

     ①外国人県民支援について関係団体等を集めて意見交換等を行う会議の開催 

    ②多文化共生に係る事業を推進するため、市町村職員研修等の市町村支援を行う 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

日本語学校開設準備費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
日本語学校開設準備事業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎグローバルビジネス総合支援事業費 

２ 当初予算額 ３５，１７１千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2971） 

４ 目   的 

生産年齢人口の減少を見据え、宮城に愛着を持った外国人材の育成や異文化

交流などを通じた地域活性化などを図るため、市町村と連携し公的関与の日本

語学校開設に向けた準備を進めるもの。 

５ 事 業 概 要  

  

公的関与の日本語学校の開設に向けて、専門人材の配置により市町村の開設準備を支援す

るほか、留学生確保につながる取組を推進するなど、市町村と連携しながら、学校開設に必

要となる諸準備を着実に実施していくもの。 

 

（１）専門人材の配置による公立日本語学校の開設支援 

 

 （２）送出し想定国の政府機関や現地機関等との調整及び現地留学フェア等への出展 

 

（３）関係機関等との調整 

    国（文部科学省及び出入国在留管理庁）・市町村・教育機関等 

 

 （４）日本語講座の運営に係る支援 

県内外資企業向け講座等 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

地域日本語教育体制構築費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
地域日本語教育体制構築事業 

（各課別歳出予算概要事業名） 地域日本語教育体制構築費 

２ 当初予算額 ６，４１６千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2972） 

４ 目   的 

外国人が地域で充実した生活を送るために必要となる地域の日本語教育体

制を、地域の実情にあった形式により県内各地で構築し、外国人個々のニーズ

に沿って日本語を学べる体制を構築するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

（１）総合調整会議の設置 

   有識者による合議体 

（２）日本語教育の人材育成・体制整備 

 ① 総括コーディネーターの配置 

     市町村や関係機関との連携調整 

   ② 地域日本語教育コーディネーターの配置および事業全体に関するアドバイスを行

うアドバイザーの配置 

   ③ 日本語教育人材の育成 

     ・日本語講師等の養成やスキルアップ研修 

     ・地域日本語コーディネーターによる既存講座運営に係る助言 

     ・地域ネットワーク会議による日本語講座等との連携体制の強化 

   ④ 地域日本語教育支援 

     ・ICT活用等による「空白地域」解消に向けた支援 

     ・R4・R5支援自治体（加美町・岩沼市・蔵王町・丸森町）への 

日本語講座定着支援 

（３）日本語講座を拠点とした交流事業 

   防災等の研修及び交流会 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

海外交流基盤強化費（観光） 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
海外交流基盤強化事業（観光） 

（各課別歳出予算概要事業名） 海外交流基盤強化事業費 

２ 当初予算額 １９，７２４千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2277） 

４ 目   的 

海外自治体等との経済交流の基礎となる信頼関係を構築・強化するととも

に、経済交流に繋がる実務協議や連携事業を実施する。 

５ 事 業 概 要  

 新型コロナウイルス感染症の終息に伴う国外との往来増加の機会を捉え、友好県省をはじ

めとする海外との交流基盤を一層強化するとともに、本県への半導体受託製造企業の立地決

定を契機として、富県宮城の実現につながる各種交流施策を展開する。 

 

１ 中国との経済交流 

  吉林省からの訪問団受け入れ（具体的な時期と内容は今後同省と協議）を実施するほか、

吉林省長春市で開催される北東アジア博覧会への出展等を通じて、同政府との関係強化を

図る。 

 

２ 台湾との経済交流 

（１）訪問団の派遣及び受入 

台湾現地政府機関や中華民国工商協進会等との交流基盤を強化するとともに、半導体

受託製造企業の受入円滑化に向けた実務協議のため、本県からの訪問団派遣及び台湾か

らの訪問団受入を行う。 

 

（２）イベント出展等 

本県への半導体受託製造企業の立地決定を契機として、台湾で開催されるイベントへ

の出展等を行うことで、本県の更なる知名度向上を図るほか、人材や企業の集積につな

げる。 

 

３ 外国政府総領事館等との各種交流 

 中国・韓国等総領事館及び県海外事務所等と各種共同事業を実施することで、本県と中

国・韓国等との信頼・協力関係を構築し、更なる交流基盤の強化を図る。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

現地人材サポート体制構築費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
現地人材サポート体制構築事業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎグローバルビジネス総合支援事業費 

２ 当初予算額 ７０，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2971） 

４ 目   的 

生産年齢人口の減少を踏まえ、現地（海外）において、就労または留学を希

望する学生等を対象に、県内企業等への就職や公立日本語学校への留学をワン

ストップでサポートするための体制を構築するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

現地（海外）に人材サポートセンターを設置し、県内企業等との人材マッチング、日本語

学校における留学生募集活動等に資する取組を行うもの。 

 

（１）設置数：３か国程度 

 

（２）主な業務の内容 

  ・県内就職支援（県内企業の案内及び人材マッチング） 

  ・公立日本語学校への留学生募集支援（募集活動サポート等） 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

外国人材受入体制モデル構築費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
外国人材受入体制モデル構築事業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎグローバルビジネス総合支援事業費 

２ 当初予算額 ２７０，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2971） 

４ 目   的 

生産年齢人口の減少を踏まえ、外国人材の定着に向け、地域における外国人

受入れのモデル地域を創出することにより、県内の外国人材受入体制の強化を

推進するもの。 

５ 事 業 概 要  

  

外国人材の定着に向け、外国人材の受入れに積極的に取り組む自治体をモデル地域として

選定し、モデル地域における日本語学校等の受入体制構築の取組を財政的に支援することに

より、県内の外国人材受入体制を強化するもの。 

 

（１）モデル地域：１地域（自治体） 

 

（２）支援条件等： 

・外国人に対する日本語教育を実施すること 

・外国人材の新規受入れ、外国人材の育成・定着、外国人の地域適応支援、外国人材

の活躍促進等に取り組むこと 

 

 （３）支援対象： 

   ・施設、設備等ハード整備にかかる経費 

   ・体制整備に必要となる人件費などの経費 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

外国人材現地ジョブフェア開催費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
外国人材現地ジョブフェア事業 

（各課別歳出予算概要事業名） みやぎグローバルビジネス総合支援事業費 

２ 当初予算額 ５５，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部国際政策課 

（ＴＥＬ：211-2972） 

４ 目   的 

県内の生産年齢人口の減少に対応するため、直接海外の人材や関連機関に働

きかけることで、外国人材の雇用機会を生み出すもの。 

５ 事 業 概 要  

  

【業務概要】 

外国人材の受け入れを促進していくにあたり、県内企業が現地の教育機関や人材送出し機

関等・求職者と直接関わることにより、具体的な採用ビジョンや現地人材のイメージを掴む

ことで、本事業実施後の自立的な外国人材採用を後押しするもの。 

 

（１）宮城県内企業による海外送出し機関とのビジネスマッチング 

 

（２）宮城県内企業と現地求職者のマッチング支援 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

中小企業等復旧・復興支援費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
－ 

（各課別歳出予算概要事業名） 中小企業等復旧・復興支援費 

２ 当初予算額 

 

５１３，３３６千円 

 

３ 担当課 
経済商工観光部企業復興支援室 

（ＴＥＬ：211-2765） 

４ 目   的 

東日本大震災による被災地の中小企業等が一体となって進める復旧整備事

業について、県が認定する復興事業計画に基づき、その計画に不可欠な施設等

の復旧・整備に対して、国と連携して補助することにより、県内中小企業等の

早期事業再開を支援し、地域経済の復興に寄与するもの。 

５ 事 業 概 要  

 １ 対象者 

中小企業等グループ及びグループの構成員、商店街、事業協同組合等 

  

 

 

 

２ 事業の要件 

（１） グループ等の機能に関する要件 

イ サプライチェーン型（グループ内外企業・他地域の産業への供給体制に重要な役割） 

ロ 経済・雇用効果大型（事業規模・雇用規模が大きく、県内経済・雇用に高く貢献） 

ハ 地域に重要な企業集積型（一定地域内において経済的・社会的に基幹となる産業群） 

ニ 水産（食品）加工業型 （農林水産資源を活用した産業群） 

ホ 商店街型 （生活利便・交流促進等の社会的機能、地域の中心的商業機能を有する等） 

（２） 震災による被害の大きさに関する要件 

震災により事業所の全部または一部に甚大な被害が生じていること等 

３ 補助対象 

震災で被害を受けた施設・設備の復旧に要する経費。個々の中小企業者等の施設・設備

及びグループ等の共有施設・設備のいずれも対象。 

また、従前の施設等への復旧では事業再開や継続、売り上げ回復が困難な場合には、こ

れに代えて、新分野事業の実施についても支援を行う。 

○対象地域(17市区町)：仙台市宮城野区・若林区・太白区・石巻市・塩竈市・気仙沼市・

名取市・多賀城市・岩沼市・東松島市・亘理町・山元町・松島町・

七ヶ浜町・利府町・女川町・南三陸町 

４ 補助率 

中小企業：事業費の３／４以内 

５ 補助スキーム 

補助金の交付を希望する事業者は２者以上の中小企業等でグループを作り、このグルー

プで復興事業計画を策定して県の認定を受け、その後グループを構成する事業者ごとに補

助金交付申請を行うこととなる。県は、国からの交付決定を受けて、事業者に対して補助

を行う。 

 

 ただし、R3年度以降の新規申請は、政府の『復興の基本方針』により、事業者の責めに帰さない

事由によりこれまで復旧を行うことができなかった事業者に限ることとされている。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

中小企業経営安定資金等貸付金（震災対応分） 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
－ 

（各課別歳出予算概要事業名） 中小企業経営安定資金等貸付金 

２ 当初予算額 ７，９６２，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部商工金融課 

（ＴＥＬ：211-2744） 

４ 目   的 

東日本大震災により被害を受け事業活動に支障が生じている中小企業者等

に対し、資金の融通を円滑に行うことにより、事業の再建・復興を促進し、経

営の安定に資することを目的とする。 

５ 事 業 概 要  

 東日本大震災により、県内の多くの中小企業者は、事業所・工場や生産設備の損壊・流出、

取引企業の債権回収不能など、甚大な被害を受けた。 

震災から１３年が経過した現在も、販路や取引先の喪失などにより売上が震災前の水準ま

で回復できない事業者があり、今後も設備や運転資金の需要が見込まれる。 

また、宮城産業復興機構や東日本大震災事業者再生支援機構から震災前債務の買取支援を

受けた事業者のエグジット資金の需要も見込まれる。 

このような状況を踏まえ、震災からの復旧復興を図る中小企業者の円滑な資金調達につい

て支援を行うことにより、被災事業者の経営再建を促進するもの。 

  

１ 中小企業金融対策の概要 

 

 

 

 

 

 

 

２ 債務負担行為 

宮城県信用保証協会が令和６年度において、みやぎ中小企業復興特別資金として県内

中小企業者に対する債務保証を行った場合、これによって生じた損失について、当該協

会に対して損失を補填するもの。 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

被災中小企業者対策資金利子補給（震災対応分） 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
－ 

（各課別歳出予算概要事業名） 被災中小企業者対策資金利子補給 

２ 当初予算額 ４２，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部商工金融課 

（ＴＥＬ：211-2744） 

４ 目   的 

 東日本大震災により被害を受けた県内の中小企業者が借り入れた県制度融

資のみやぎ中小企業復興特別資金の金利負担を軽減するため利子補給を行う。 

５ 事 業 概 要  

 １ 事業期間 

   平成２３年度～令和１０年度 

２ 利子補給の概要 

① 補給対象者 

   「みやぎ中小企業復興特別資金」を利用している方で、罹災証明書等（東日本大震災

による災害によって被害を受けた事実を証するものとして発行されたもの）の交付を

受けた方 

② 対象限度額  １企業３，０００万円以内 

③ 利子補給率    みやぎ中小企業復興特別資金 １．５％ 

④ 補給期間   ３年間 

⑤ 補給回数      年２回（上期１月～６月分 下期７月～１２月分） 

３ 予算額 

   R6  42,000千円（債務負担 90,000千円） 

  ※ 復興基金事業であり、財源は全額繰入金。 

４ 実績 

  件数 補給決定額(千円)   件数 補給決定額(千円) 

H23 3,172 212,260 H30 954 61,374 

H24 10,159 957,486 R1 827 46,255 

H25 12,372 1,097,161 R2 654 35,877 

H26 12,012 906,500 R3 388 21,159 

H27 5,621 320,953 R4 291 17,219 

H28 2,322 123,679 R5 96 6,239 

H29 1,191 70,276    

※ H26までは「災害復旧対策資金（東日本大震災災害対策枠）」（現在は新規取扱終了） 

の利子１．０％も補給。 

※ R5は上期分の実績 
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

信用保証協会経営基盤強化対策費（震災対応分） 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
－ 

（各課別歳出予算概要事業名） 信用保証協会経営基盤強化対策費 

２ 当初予算額 ２２，０００千円 ３ 担当課 
経済商工観光部商工金融課 

（ＴＥＬ：211-2744） 

４ 目   的 

中小企業者が、宮城県中小企業制度融資を利用する場合、宮城県信用保証協

会の基本保証料より引き下げた県制度保証料を設定することで、利用企業者の

資金調達の円滑化と経費の負担軽減を図ることを目的とし、保証料軽減に伴う

信用保証協会の減収分について、引き下げ率に応じて補填補助するもの。 

５ 事 業 概 要  

  県内中小企業者が、前年１０月から当年９月までの間に「みやぎ中小企業復興特別資金」

の借入れに伴い信用保証協会を利用した場合の保証料差額について、補助金として交付する

（補助率等は以下のとおり）。 

 

・みやぎ中小企業復興特別資金（責任共有制度対象外） 

  

 

 

 

 

【実績】 

 

固定 補助率

協会基本 0.70

県基本 0.50

差額 0.20

差額分の
1/3補助
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主 要 事 業 概 要 

１ 事 業 名 

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費 

（新・宮城の将来ビジョン推進

事業名） 
－ 

（各課別歳出予算概要事業名） 緊急雇用創出事業費 

２ 当初予算額 ２７０，５９７千円 ３ 担当課 
経済商工観光部雇用対策課 

（ＴＥＬ：797-4661） 

４ 目   的 

東日本大震災により被災した沿岸部の中小企業等の被災三県求職者の雇入

れ及び住宅支援の取り組みに対する支援を行い、安定的な雇用を創出するも

の。 

５ 事 業 概 要  

  

産業政策による支援と連動した安定的な雇用・就職機会の創出 

 

【事業復興型雇用創出事業（事業期間：令和９年度まで）】 

 

（１） 雇入費助成 

グループ補助金や金融支援などの産業政策による支援を受けた事業所（中小企業）が、

被災求職者を期間の定めのない雇用等で雇い入れた場合に、３年間にわたり雇入経費の

一部を助成する｡ 

    【雇用創出見込数  ２００ 人】 

 

 

 令和４年度（実績） 令和５年度（見込） 令和６年度（見込） 

雇用創出数     ２１０人     １７２人     ２００人 

累  計 ３４，８８８人 ３５，０６０人 ３５，２６０人 

 

 

（２）住宅支援費助成（平成２９年度創設） 

グループ補助金や金融支援などの産業政策による支援を受けた事業所（中小企業）が、

住宅手当を新設（拡充）、または従業員宿舎を借り上げた場合に、３年間にわたり対象経

費の４分の３を助成する。 

     【助成対象見込事業所数  ５ 事業所】 
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